


お買い上げいただきまして誠にありがとうございます。

お買い上げいただきました製品は，厳重な品質管理のもと

に生産されておりますが，万一運搬中の事故などにともない，

ご不審な個所，または破損などのトラブルがありましたら，

お早めにお買い上げいただきました販売店または保証書に記

載されているサービス窓口にお申しつけくださいますようお

願い申し上げます。

TS 930シリーズには下記の4種類があります。

TS’9305 HFトランシーパー IOOW

（オートアンテナチューナー内蔵）

TS-9305 HFトランシーパー IOOW

TS・930VHFトランジーパー IOW 

（オートアンテナチューナー内蔵）

TS-9SOV HFトランシーパー IOW 

本説明書は， TS930S （オートアンテナチューナー内蔵）を基本

としておりますが，その他，機種の相違する個所につきましては，

そのつど明示しておりますのでご了承くださるようお願いいたしま

す。

“お願い”

梱包材（ダンボール箱）について

引越しゃアフターサービスのご依頼時に，本機を梱包しているダ

ンボール箱（内外装）を使用しますと，大切な機材を保護するのに

便利です。ダンボール箱は，ぜひ保管きれておくことを，おすすめ

します。
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・各部の名称（つぎからの説明文と合わせてご覧くだきい。）

⑩＠⑩⑩⑩  
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前面パネル
①メーター

② METER（メーター）スイッチ⑦

③ MIC（マイクゲイン）ツマミ⑦

③ CAR（キャリアレベJレ）ツマミ⑦
⑤周波数ディスプレイ

⑥同調ツマミ

⑦ BAND（バンド）スイッテ

⑧ l MHzステップ切替スイァチ

⑨ D.LOCKインジケーター

⑬ VFO Aインジケーター

⑪ VFO Bインジケーター

⑫ MEMO（メモリー）インジケーター

⑬ RITインジケーター⑧

⑬ ON Al円インジケーター⑦

⑬ ANT TUNE（アンテナチューナー）インジケーター⑦

⑬ NOTCH（ノ yチ）インジケーター⑮。FUNCTION（ファンタション）スイッチ
⑬ A=Bスイ yテ

⑬ TF-SETスイ yテ

@ VFO/MEMO（メモリー）切替スイッチ

@ MEMORY CHセレクター

@MIN（メモり一書き込み）スイ yテ

@MR（メモリー呼び出し）スイッテ

@NBI（ノイズプランカー I）スイッテ⑮

@NB2（ノイズプランカ－ 2）スイッチ⑮

⑧ NB LEVEL（レベJレ）ツマミ⑮

@RITスイ yチ⑧

@RITツマミ⑮

@ RIT-CLEAR（タリヤー）スイ yチ⑧

@NOTCH（ノ γテ）スイァテ⑮

⑪ NOTCH（ノ yチ）ツマミ⑨

@AF  TUNEスイ yチ⑧

@) AF TUNEツマミ⑮

@VOXスイ yテ⑦

@CWプレークイン切替スイッテ⑦

R vex GAINツマミ⑦
@ANTI vexツマミ⑦
⑮ DELAYツマミ⑦

@PROO（プロセッサー）スイ yチ⑦

⑮ PROCESSOR-IN（入力レベJレ）ツ7 ミ⑦

@ PROCESSOR-OUT（出力レベJレ）ツ7 ミ⑦

@POWER（電源）スイ yチ

⑬ MONI（モニター）スイ yチ⑦

@DIM（デイマー）スイッチ

＠スタンパイスイッチ

＠オートアンテナチューナ一切替スイ γチ⑦

@ NAR/W1DE7イルタ一切替スイッチ⑮

⑬ AGOスイッテ⑮

⑬ PHONES（ホーン）ジャック⑮

⑮ MIC（マイク）コネクター（8ピン）⑦

⑪ MODE（モード）スイッチ

@ RF ATT(RFアッテネーター）スイッチ⑧

@AF(AFゲイン）ツマミ⑮

@RF(RFゲイン）ツマミ⑮

@CW  V目Tツマミ⑮

@ SSB SLOPE TUNE （スロープチューン）ツマミ⑮

@) D.LOCKスイッチ

@ PITCH（ピッチ）ツマミ⑮

@CAL（マーカー）スイッテ⑮

＠メモリーパックアジプ用電池収納ケース

背面パネル

① ANT（アンテナ）コネクター

② GND（アース）端子

③ RX.ANT切替スイッテ

④ RX.ANT端子

⑤ X VE円TER（トランスパーター）コネクター

⑥円EMOTE（リモート）コネクター

⑦ l FOUTジャック⑮

⑧ PHONE PATCH （ホーンパッチ）ジャッタ

⑨ RTTY KEYジャック⑮

⑬電源コネクター

⑪電源FUSE（ヒ斗ーズ）

⑫ EXT.SP （スピーカー）ジャック⑧

⑬ CW.KEY （電鍵）ジャック⑦



特 長
一最高紐の受信性能を追求した回路構成一

I.高ダイナミックレンジフロントヱンド

受信部のフロントエンドには，低ノイズフロアーレベルとダイ

ナミックレンジ拡大のためノイズフィギャー特性の優れたジヤン

クションFET2SK125を8本も使用しています。このため相互変

調特性，感度抑圧特性が大幅に改善ーされ，アマチュア無線機とし

ては，最高級レベルのダイナミックレンジlOOdB(IF帯域500Hz)

を実現することに成功しました。

2. 150kHz-30MHzのゼネラルカバレツジ受信部

1.8～28MHz帯のアマチュア無線バンド，プラス150kHz-30MHz

を連続でカバーするゼネラルカバレッジ受信機能を有しています。

受信構成は，第 1IF44.93MHz，第2IF8.83MHz，第3IF445kHz, 

第4IFlOOkHzのクオドラプルコンパージョン方式となっていま

す。

3.万全の混信除去機能

•SSBスロープチューン

IF帯域幅を上下個別に可変することができます。使い易きを考

えオーディオ出力を中心としてハイカット・ローカットとなって

いますので混信状況の変化に応じて最適な IF帯域帽を設定でき

ます。

•cw VBT 
中心周波数を変えないでIF通過帯域幅を可変できます。

・ノッチ（IOOkHzIFノッチ）

近接するビート混信を除去する鋭い減衰特性をもっlOOkHzIFノ

ッチフィルターです。目的信号を減衰きせずに混信信号のみを減衰

させます。

•AF TUNE 

C W運用時AF周波数特性にピークを持たせ，好みの周波数を

強調して受信することができます。

4. cwの受信トーンを好みのピッチに可変するニとができる cw

ピッチ可変回路を内蔵

5.ウッドベッカーノイズに有効なノイズプランカー内蔵

バランスド・ゲート方式のノイズプランカーをNBlとして通常

ノイズに対応させ，ウッドベッカーノイズにはNB2を追加するこ

とにより効果を発揮します。

6.メインツマミと同様，光学式エンコーダーによるIOHzステップ，

士9.99kHz可変のRIT内蔵
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7.過大入力時の飽和を防ぐ 3段切替（10,20, 30dB) RF ATTツ

マミ。

一低歪率高信頼性の送信部一

I.ファイナル段広帯域パワーアンプには低歪を実現させるため電

源電圧は28Vを採用しました。

2. C Wは従来からのセミプレークイン方式に加え， CW符号のス

ペースでは受信状態となるフルプレークイン方式も可能です。

3.オートアンテナチューナー内蔵

オートアンテナチューナーは SWRを検出しマッチング用の2

個のバリコンをモーターで駆動し SWR最小点で自動的に停止し

ます。

4. SSB送信波の平均電力を増加させ， DX交信時の了解度を向上

させる RFスピーチプロセッサを内蔵。

一マイクロ・コンビューターを駆使した豊富なデジタ

ル機能一

I. 自勘違送り機能付VFO

lOHzステップのデジタルVFOを採用し， VFOツマミ 1回転の

周波数はlOkHzです。このVFOは通常の回転では 1対 1で対応し

ますが， VFOツマミの回転が速くなると 1回転当りの周波数変化

が段階的に多くなり自動的に速送り動作となります。

2. A/B 2 VFO内蔵

A, Bそれぞれを異なった周波数（バンドも含む）を設定でき

ます。またファンクションスイッチにより A, B VFOによる、た

すき掛け運用。を行うことができます。また． A=B スイッチ

により運用VFOに他のVFO周波数を一致させることができます。

3. SCHメモリー内蔵

メモリーは8チャンネルを有し，それぞれバンドを含んだ周波

数をメモリーすることができます。

4.機能的なバンドスイッチ

バンド切替えは従来めロータリースイッチとは異なり，プッシ

ュスイッチにより電気的にすべての回路を切替えてコントロール

しています。またHAMBANDを中心に構成され1MHzUP /DOWN 

スイッチによりゼネラルカバレッジを可能にしています。

5.受信時にTF-SETスイッチを押すと，ファンクションスイッ

チを動かすことなく送信周波数が受信でき，表示も送信周波数と

なります。たすきがけ運用時に有効なフューチャーです。



一最高紐機にふさわしいデザインおよび機構設計一

1.大型けい光表示管の採用

表示部にはカスタムの大型2色けい光管を採用し，周波数表示

はデジタル表示6桁および20kHzスペースで赤色の指標が移動す

るアナログ表示を採用しています。

2.操作性を充分に考慮したフロントパネル上のレイアウト。パネ

ル材質は亜鉛ダイキャストを採用。

3.電源部およぴファイナル部の放熱器は，温度検出により自動的

にONOFFとなるクーリングファンを備：えています。

一諸機能の充実と操作性向上の徹底追求ー

1. AC電源からスビーカーまで内蔵したオールインワンタイプです。

2.豊富なアクセサリ一回路

送信モニタ一回路， vox回路（セミプレークイン可能）フルブ
レークイン回路，マーカ一回路， AGC3段切替え（OFF,FAST, 

SLOW), SWR自動演算回路

付属品

TS 930には次の付属品があります。

お確めください。

口取扱説明書………………………………………...・ H ・－－…………1

口保証書……・・…....・ H ・－…－……....・ H ・－……...・ H ・－－－…－・………1

口スピーカープラグ・・・・・・・一一・・・・・・・…・・・・ー・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・ .. 1 

口7PDINフρラグ・ー・・・・ー…・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・一一－－－－－－－－－… 1

口AC電源、コード………………………………………...・ H ・－－…… 1

口ヒューズ・・・・・・…一・・・・……ー…－…・・・・・・・ー・・・…・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・ 1

csタイフρ6A, Vタイプ 4A)

2. ご使用の前に
2.1 お取扱い上のご注意

※直射日光をきけ，乾繰した風通しの良い場所を選んで設置してく

fごきし、。

※本機にはクーリングファンが付いています。 (Vタイプはオプシ

ョン）後面およぴ側面をあまり壁などに接近させないでください。

2.2 アマチュアバンドについて

HF （短波）帯におけるアマチュアバンドの使用周波数区分は下

表のようになっています。

また， JARL（日本アマチュア無線連盟）ではアマチュアバンド

内にフォーンバンドを制定しています。電話（本機の場合SSB）で

運用する場合は，ルールに従って運用されるようお願いいたしま

す。

ノ〈ンド 周波数範囲（MHz) cwバンド（MHz) フォーンバンド（MHz)

1.9MHz帯 1. 9075～ 1.9125 1. 9075～1.9125 

3.5MHz帯 3.500～ 3.575 3.500-3.525 3.525-3.575 

3.8MHz帯 3.793 - 3.802 3. 793-3. 802 3. 793-3 .802 

7MHz帯 7. 000 - 7 .100 7 . 000-7 . 030 7.030-7.100 

10MHz帯 10.100～10.150 10.100-10.150 (10 .100～10.150) 

14MHz帯 14 .000 -14. 350 14.000-14 .100 14.100-14.350 

21MHz帯 21. 000 -21.450 21. 000-21.150 21.150-21. 450 

28MHz帯 28 .000 -29. 700 28. 000-28 .200 28. 200-29. 700 

※巨互亙玉亘は， CW（電信）運用のみができます。したがってこ

の運用を行うには，電信級， 2級， 1級アマチュア無線技士の資

格が必要です。

※110MHz, 14MHz帯｜を運用する場合は 2級アマチュア無線技士以

上の資格が必要です。

2.3 18MHz帯， 24.5MHz帯について

本機では， 18MHz帯 (18.0-18.5MHz), 24.5MHz帯（24.5-

25.0MHz）は受信のみ可能な構成になっております。
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2.4 接続

図1の通り接続します。

(I)へッドホン

ヘッドホンは当社の通信機用ヘッドホンHS5, HS-6をおすす

めします。他のヘッドホンの場合は，インピーダンス 4-16Qの

ものを，ご使用くださし、。なお，ステレオ用ヘッドホンもそのま

まご使用できます。

(2）マイクロホン

？イクロホンは当社のMC-42S（ハンド形）またはMC-60/S8

（高級スタンド形）のご使用をおすすめします。通常500Qでご使用

ください。

(3）アンテナ
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H F帯のアンテナは，アマチュアバンド用として設計されたア

ンテナの使用をおすすめします。その種類としては，数多くあり

ますが，ご自分の使用する環境条件を考慮して，最適のアンテナ

を選んでください。

本機のアンテナ入力インピーダンスは， 50Qに適合するように

設計されております。本機にアンテナを接続する場合は，5D2V, 

8D-2V, RG-8/U等50Q系の同軸ケー7ルを使用してください。

したがってアンテナは， 50Q系のものを使用し，同軸ケーブルと

アンテナのインピーダンスを必ずマッチング（インピーダンスを

合わせること）させて，使用してください。ミスマッチングとな

りますと，同軸ケーブル上に定在波が生じ，電力損失にもなり，

また同軸ケーブルからの不要輯射が起こり， TVI,BCIの原因に

もなります。通常は，このマッチングの度合を知るのに， SWR

メーターを使用してSWRの（正確にはV.S.W.R.-VoltageStand-

接続

アンテナ

l~tf:::*" 

他のRXへ トランス リニア
パーターへ アンプへ

図 1

ing Wave Ratioー電圧定在波比という）値で判断します。SWRの最

良値はれ1’ですので，なるべくこの値に近つ・itるように，アンテ

ナを調整してください。

本機では， SWR計を内蔵しておりますので，本機とケーブルとの

マッチング状態を確認することができます。また，内蔵のオート

アンテナチューナー（オートアンテナチューナー内蔵の機柿．）を

動作させることにより，本体とケーブルとの？ッチングを自動的

に合わせることができます。

(4）アース（接地）について

感電防止のため，またTVIおよびBCI防止のため，良好なアー

スをとることをおすすめします。良好なアースをとるために，接

続する線は，なるべく太めの線を用い，短かく（λ／10以下： λ波

長〉配線し接地電極（市販のアース捧や鋼板等）を地中深くに埋

めてください。

このアース線が長くなると，アース線に電波がのってしまい，

不要輯射の原因ともなりますので注意が必要です。

また接地型アンテナを使用きれる場合は，この接地抵抗（高周

波接地）の高い低いてコアンテナの性能が左右きれます。

このように，アース（接地）は，非常に重要ですので，十分注

意を払ってください。

(5）電源

POWER（パワー）スイッチがOFF，スタンパイスイッチがREC

（受信）になっているのを確めた後に付属の電源コードを接続します。

ご注意

送信状態のままで電車スイッチを ONにするニとは，絶対に避けて

〈ださい。

ヘッドホン
HS-5, HS-6 

外部スピーカー

(Vタイプ4A)

電鍵（KEY)
cw運用をする場合、



3.各部の名称とその説明
3. 1 前面パネル

・メーター説明

司圃園園屡

注）⑦は送信関係，⑮は受信関係の機能を示す。

①メーター

メーターは 7種類の表示をする機能をもっています。受信時には

Sメーターとして動作し，受信信号強度を 1-9, 9 +20dB, 9 + 

40dBおよび9+60dBの目盛によって表示します。また，送信時には

METERスイッチ②の切替えによって6種類の表示を行います。

② METER（メーター）スイッチ⑦

METERスイッチにより送信時のメータ一指示を次のように切替

えることができます。

•COMP ：スピーチプロセッサーを働かせたとき，コンプレッショ

ンの状態を指示します。

•ALC: ALC位置では送信部のALC電圧を監視します。メータ一

指針がALCゾーンを越えないように， SSBの時はMICツマミ③

を， cwの時はCARツマミ④を調整してお使いくださし、。

また，FSK運用時およびスピーチプロセッサー動作時は，PROCE

SSOR-OUT（出力レベル）ツマミ＠を調整してお使いください0

・POWER:TS 930の送信出力（進行波）を指示します。

•swR:SWRの値を指示します。

•IC ：ファイナルトランジスタのIC （コレクタ電流）を指示します0

・vc：ファイナルトランジスタのvc（コレクタ電圧）を指示しま

す。

③ MIC（マイクゲン）ツマミ⑦

SSB運用時のマイクアンプの利得調整です。 ALCメーターの指

針が音声のピークで少し振れる位置が最適位置です。最大でもALC

ゾーンを越えないように調整してくださし、

④ CAR（キャリアレベル）ツマミ⑦

C W運用時のキャリアレベルを調整するツマミです。

ALCメーターの振れがALCゾーンの範囲内になるようにCARレ

ベル調整してください。

・褒示管と周波数説明

⑨⑩⑪⑫⑬  

⑤ 

⑭
⑩
⑮
 

⑦ 

⑥ 

⑤周波数ディスプレイ

運用周波数をlOOHz台まで（RIT周波数は±9.9kHzまで）表示し

ます。アナログスケールは20kHzステップで表示します。

⑥同調ツマミ

このツ？ミによって周波数をセットします。

⑦ BAND（バンド）スイッチ

1.9MHz-29.7MHzまでの全アマチュアバンドを10バンドに切替

えることができます。また， 1MHzステップ切替スイッチ⑥で1MHz

ステップでUPまたはDOWNさせることができます。

JJY受信には10MHzバンドの10.0MHzを使用します。

ご注意

18MHz, 24MHzの各バンドは受信のみ可能で送信はできません。
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⑨ I MHzステップ切替スイッチ

バンドを 1MHzステップで切替えるスイ γチです。UPのスイッチ

で1MHzづっ上り， DOWNのスイッチで1MHzつoつ下ります。

⑨D.LOCK（ダイアル・ロック）インジケーター

D.LOCK （ダイアル・ロック）スイッチ＠をONした時に点灯しま

す。

⑩ VFO Aインジケーター

VFO Aが動作中に点灯します。

⑪VFO Bインジケーター

VFO Bが動作中に点灯します。

⑮ MEMO（メモリー）インジケーター

メモリーチャンネルでの運用を表示するもので， VFO/MEMO（メ

モリー）切替えスイッチ⑩を MEMOにした時に点灯します。

⑬ RITインジケーター⑧

RITスイッチ⑫を ONすると点灯します。

⑭ON AIRインジケーター⑦

送信状態になりますと点灯します。

⑮ ANT TUNE（アンテナチューナー）インジケーター⑦

オートアンテナチューナーの動作を表示するインジケーターです。

点灯中はアンテナチューナーが動作中ですので消えるまでお待ちく

t！きい。

⑩ NOTCH（ノッチ）インジケーター⑮

NOTCHフィルターのON,OFFを表示するもので， NOTCH（ノ

ッチ）スイッチ⑩がONの時点灯します。

•VFO動作説明

⑩

⑫

⑩

 

8 

⑪FUNCTION（ファンクション）スイッチ

送・受信のコントロール切替え用スイッチです。つぎの各動作が

選択できます。通常は＂ Aかまたは‘BHの位置でお使いください。

eA-R：受信時VFOA，送信時VFOBとして動作します。

• A :vFo Aとして動作します。

• B : VFO Bとして動作します。

• 8-R：受信時VFOB，送信時VFOAとして動作します。

⑩ A=Bスイッチ

運用VFOに他のVFO周波数を一致させるスイッチです。

⑮T-F SETスイッチ

送・受信周波数を反転させるスイッチです。たすきがけ運用時に

送信周波数を受信チェックするために使用します。送信時には，動

作しません。

・メモリ一説明

⑬ ⑩ 

＠ 

⑩ VFO/MEMO（メモリー）切替スイッチ

このスイッチにより VFOとMEMO （メモリー）の切替えができ

ます。

スイッチを MEMOにしますと MEMO（メモリー）インジケータ

ー⑫が点灯します。

@MEMORY CHセレクター

1-8チャンネルまでのメモリーチャンネルを選択するスイッチ

です。メモリーチャンネルに書き込む場合やメモリーチャンネルを

呼び出す場合このスイッチでチャンネルを選択してください。

@M1N （メモリー書き込み）スイッチ

メモリーしたい周波数を各チャンネルに入力する場合に使用しま

す。



⑮ MR（メモリー呼び出し）スイッチ

このスイッチを ONにするとメモリーチャンネルを呼び出すこと

ができます。

•NB （ノイズプランカー）説明

⑮ 

⑮ 

⑮ 

@NB 1（ノイズプランカー 1）スイッチ⑮

自動車のイグニッションノイズのようなパルス性ノイズの多い時

に使用しますと，ノイズが抑圧されて徴弱な信号も快適に受信でき

ます。 NBLEVEL （レベル）ツマミ⑮によって動作レベルを可変

することができます。

⑮ NB2（ノイズプランカー 2）スイッチ⑮

ウッドベッカーノイズが気になりましたら ONしてください。

なお NB2が動作すると，信号のプランキング時間が長くなりま

すのでプランキング音が発生します。しかし，これは異常ではあり

ません。

NB2スイッチは，ウッドベッカーノイズがない場合， OFFにして

おくことを，おすすめします。

（なお， NB2スイッチのみをONにすると， NB1も自動的にONとな

ります。）

ご注意

ウッドベッカーノイズの種類により効果の少ない場合もあります。

⑮ NB LEVEL（レベル）ツマミ⑮

ノイズプランカー動作のレベルを調整するツ？ミです。受信状況

やノイズに応じて適当なレベルに合わせてください。

•RIT説明

⑬ 

⑫

⑩

⑩

 

@RITスイッチ⑮

RIT (Receiver Incremental Tuning）回路のON-OFFスイッチで

す。 ONしたときは， RITインジケーター⑬（ON表示）が点灯します。

⑮ RITツマミ⑮

RIT回路がONの時に受信周波数のみ士9.99kHz変えるツ7 ミで

す。可変周波数はttし、光表示管に表示されていますがlOOHz台まで

の表示となります。

⑮ RIT-CLEAR（クリヤー）スイッチ⑧

このスイッチでRIT周波数をゼロに戻すことができます。

・ノッチ説明

⑩ 

⑩ 

⑪ 

⑩ NOTCH（ノッチ）スイッチ⑮

このスイッチをONするとノッチフィルターが動作し， NOTCHイ

ンジケーター⑬が点灯します。

⑪ NOTCH（ノッチ）ツマミ⑮

NOTCHスイッチ⑩を ONすると，ノッチフィルターが動作しま

すので，このツマミを回して電信信号または連続ビート信号による

混信を減衰させることができます。
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•AF TUNE説明

＠ 

＠ 

@AF TUNEスイッチ⑮

C W運用時， AF周波数特性にピークを持たせ目的外信号を減衰

させるスイ、ソチです。 AFTUNEツマミ⑮でピーク周波数を可変し

ます。（なお， AFTUNEはCW運用時しか動作しません。）

⑩AF TUNEツマミ⑮

A F周波数特性のピーク周波数を可変させるツ7 ミです。

•vox脱明

10 

＠ 

＠ 

⑩ 

⑩ 

⑪ 

＠＠  ⑩ 

@voxスイッチ⑦

vox運用する場合（SSB運用時）およびプレークイン運用する

場合（CW運用時）のスイッチです。 ONでvoxまたはプレークイ

ン機能が動作します。

Rcwブレークイン切替スイッチ⑦

C W運用時， FULL（フルプレークイン）と SEMI（セミブレー

クイン）を切替えるスイッチです。

⑩VOX GAINツマミ⑦

vox運用する場合のvoxアンプの利得を調整するツマミです。

vox動作が最適になるように調整してください。

@ANTI VOXツマミ⑦

vox運用する場合スピーカーより出た音のためvoxが誤動作す

る場合があります。スピーカー音により voxが動作しないように

調整します。（なお，ヘッドホン接続時は ANTIVOXは動作しま

せん）

⑩ DELAYツマミ⑦

vox運用時，遅延時間を調節するツ7 ミです。適当な位置にして

お使いください。

⑩ PROC（プロセッサー）スイッチ⑦

SSBで送信時，このスイッチをONするとスピーチプロセッサー

が働きます。

⑩PROCESSOR-IN （入力レベル）ツマミ⑦

スピーチプロセッサ一回路への入力レベルを可変するツマミです。

このツマミにより，コンプレッションレベルを可変できます。

なお．コンブレッションレベルは， lOdB以内でお使いになること

を，おすすめします。

⑪PROCESSOR-OUT（出力レベル）ツマミ⑦

プロセッサー出力レベルを調整するツマミです。 ALCのゾーン以

内で調整してお使いください。



・その他の動作説明

⑩⑩⑭  ⑩ 

⑩ 

＠

⑩

⑩

 

⑪ 

@)POWER（電湾）スイッチ

TS 930の電源スイッチです。電源スイッチをON】 OFFする際は，

スイッチ類は受信状態であることを，お確かめください。

⑩ MONI（モニター）スイッチ⑦

送信IF出力の一部を復調することにより，自局の送信信号をモ

ニターすることができ．スピーチプロセッサ一等の調整に利用できま

す。ハウリング防止のためヘッドホンをご使用ください。

⑩ DIM（デイマー）スイッチ

テYスプレイおよび、メーター照明を暗くするスイッチです。

⑮スタンパイスイッチ

送信，受信を切替えるスイッチです。

•REC ：受信状態ですが，マイクロホンのPTTスイッチをONにす

れば送信に切替わります。

•SEND ：送信状態です。なお，送信周波数が不適当な場合や，フ

ァイナルの温度プロテクションが動作中は噌送信状態になりませ

ん。（この場合，受信状態にホールドされます。）

⑩オートアンテナチューナ一切替スイッチ⑦

•AUTO ：送信時，アンテナチューナーを使用する場合。

•THRU ：送信時でもアンテナチューナーを通きない場合。

なお，自動同調の状態にしたとき， ANTTUNEインジケーター

⑮が点灯している場合は，バリコン駆動用のモーターが動作中です

ので，消えるまでお待ちください。

@NAR/WIDEフィルタ一切替スイッチ⑧

このスイッチによってIFの帯域幅をNAR（ナロー）とWIDE（ワイ

ド）に切替えることができます。（CWナローフィルターはオプショ

ンです。）AM受信の場合ナローフィルターはSSB用フィルターを使

用します。

⑩ AGCスイッチ⑮

AGC回路のOFFおよび時定数を切替えるスイッチで，次のよう

に切替えるのが一般的です。

•OFF ：極めて微弱な信号を受信する場合。

•FAST: C Wを受信する場合や選局する場合0

・sLow:ssBの信号を受信する場合。

⑩ PHONES（ホーン）ジャック⑮

ヘッドホン用の出力ジャックです。インピーダンス 4-16Qのも

のに 2Pプラクを取り付けてご使用ください。

ヘッドホンは当社の通信機用ヘッドホンHS6, HS 5が最適です。

ステレオ用ヘッドホンもそのままご使用できます。

⑩ MIC（マイク）コネクター（ 8ピン）⑦

？イクロホンの接続端子です。周波数アップダウン用の入力と，

PTT入力回路がついています。なおMC42S, MC-60/SS （共にオ

プション）はそのまま接続することができます。

なお， 7 イクコネクターの内部接続は図2の通りとなっています。

NO⑥ 

,(2)STBY 

MIC端子〔正面パネル側〕

図2

⑪ MODE（モード）スイッチ

次の電波型式およびTUNE（調整用）ポジションをこのスイッチ

で選択します。

•TUNE ：送信の調整に使います。 CWに比べて終段入力電力を低

くおさえてありますので（ Sタイフρのみ），調整中の過負荷等によ

る車冬主主トランジスターの損｛第をF方止できます。｜司E寺にKEY回E各カf

OFFされますので実際の運用（Keying）はできません。外付アン

テナチューナ一等の調整に便利です。

またCW信号を受信しゼロビートを取れば送信周波数は相手局

の周波数に一致します。

•cw: cw運用時にこのポジションにします。

•use: usB運用時にこのポジションにします。

アマチュア無線では国際慣例上10, 14, 18, 21, 24. 5, 28の各

ノ〈ンドは USBを使用します。

・LSB:LSB運用時にこのポジションにします。（3.5,7のバンド

で使用します。）
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•FSK ：テレタイプを用意すればRTTY運用ができます。

・AM:AM受信ができます。（送信はできません。）
＠ 

⑩ 

＠

＠

⑭

⑩

⑮

 

⑩ 

⑮ 

@RF ATT(RFアッテネーター）スイッチ⑮

このスイッチを切替えることにより受信部のアンテナ回路にlOdB,

20dB, 30dBのアッテネーター（減衰器）が挿入きれ，強大な入力

から RFアンプ， ミクサ一回路を保護します。

⑮ AF(AFゲイン）ツマミ⑮

受信時の低周波出力レベルを調整するツマミです。時計方向へ回

すと音量は増加します。適当な音量でお使いください。

@RF(RFゲイン）ツマミ⑮

受信機の高周波増幅段の利得を調整するツマミです。時計方向へ

回し切った位置が利得最大となり，反時計方向へ回し切った位置が

利得最小です。

通常は時計方向に回し切った位置で、使用します。

RCW VBTツマミ⑮

CW  VBT (Variable Bandwidth Tuning）ツマミを回すと受信IF 

フィルターの帯域を標準状態から連続して狭くすることができます

ので，混信除去に効果を発揮します。

また， CW, TUNE, FS Kの各モードでナローフィルターを選択

した場合，帯域可変速度が遅くなります。

通常は時計方向に回しきった位置でお使いください。

なお，このツ？ミは， CW.TUNE,FSK,AMで動作しますが，

オプションフィルターを取付けていない場合は， CW,TUNE, FSK 

のワイドおよびAMのナロ一時のみ有効です。

12 

RSSB SLOPE TUNE（スロープチューン）ツマミ⑮

I F帯域幅を上下個別に可変することができます。オーディオ出

力を中心としてハイカット，ローカットとなっていますので，混信

状況の変化に応じて最適な IF帯域幅を設定できます。

（このツマミは SSB時のみ動作します。）

⑪ D.LOCKスイッチ

向調ツマミを電気的に固定するスイッチで，このスイッチをONし

ておきますと，同調ツ7 ミ（VFO A, B共に）を回しでも周波数

は動きません。長時間同じ周波数を運用する場合にご使用ください。

なおD.LOCKスイッチON時も RITは動作します。

スイッチON時は唱 D.LOCKインジケーター⑨が点灯します。

@PITCH（ピッチ）ツマミ⑮

このツ7 ミにより， CWの受信トーンを好みのピッチに可変する

ことができます。このツ7 ミはCW時しか動作しません。

RCAL（マーカー）スイッチ⑮

受信状態でONにすると内蔵の発振器により lOOkHzごとにマーカ

一信号を受信することができます。

また，標準電波（JJY）と内部の基準周波数を校正する際にも使

用します。

校正方法は図15を参照してください。

⑩メモリーパックアップ用電池収納ケース

メモリーパックアップ用乾電池，単3型7 ンガンまたはアルカリ

マンガン乾電池3本をご使用ください。電池の寿命は約1年です。

なお，セットを長期間ご使用にならない場合は，電池を取り出し

ておくことをおすすめします。

3.2 背面パネル

①②③④⑤⑥⑦  



①ANT（アンテナ）コネクター

送受信用アンテナをM型コネクターで接続するための端子です。

アンテナは50Qで運用周波数に正しく調整されたものをお使いくだ

さい。

②GND（アース）端子

TS-930のアースにお使いください。 TVIや BCIの防止に効果が

あります。

③RX.ANT切替スイッチ

RX.ANT端子を使用するときは，このスイッチをONにしてくだ

さし、。なお，この時TS-930の受信部へは．信号が入りませんので

受信はできません。

④RX.ANT端子

外部受信機の接続端子です。使用アンテナの信号を受信時のみ出

力します。

⑤X. VERTER（トランスパーター）コネクター

トランスパーター接続用コネクターです。

コーF側から見た図
6 

：む；
2 

RF出力

この端子とアース
すると HFでの送
f言ができな〈なり
⑦番端子にRFが

送信時約12Vが出力 出力されます。
されます。最大50mA

⑤ー⑧をショートするとHF受信となります。
DI Nプラグを差込む事により⑤ー⑧問は自動
的にオープンになります。

図 S X.VERTERコネクター

⑥ REMOTE（リモート）コネクター

リニアアンプを組合わせて運用する場合の接続に使用します。接

続には付属の7PDINプラグをご利用くださ I,'o当社リニアアンプ

TL-922は、リニアに付属されているコントロールケーブルが使用で

きます。ニの場合は4番ピンによりトランジスタコントロールされ

ます。なおコントロールをマイナス電源で行なっているようなリニ

アアンプは7番ピンにリレー接点、が出力されていますので7番ピン

をご使用ください。ニの場合コントロールリレープリント板上の配

線を図5のように差しかえてご使用ください。

R正二三ヲ

支斉

GND 

コントロールリレー

N Gに接続されてい
る線を28Vに差しか

えてください。

図 5

プリント板
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⑦ IF OUTジャック＠

受信信号を IF回路の最終段から取り出しています。別売オプシ

ョンのステーションモニタ－ SM-220等を使用して相手局の信号波

形をモニターする時にお使いください。

⑥ PHONE PATCH（ホーンパッチ｝ジャック

日本では未だ認められていませんが，IN端子でライン入力の送信

（ホーンパッチ），あるいは低インピーダンス（600'2）の音声入力の

送信に，また， OUT靖子は，ライン出力ですが，受信出力をインピ

ーダンス 600'2のスピーカ一等でモニターする場合に使用します。

SSTV等の入出力に利用できます。

⑨RTTY KEYジャック＠

FSK用ジャックです．ピンプラグを使用してテレタイプのスイッ

チング回路に接続してください。

⑩竃蕩コネクター

AC電源コネクターです。電源電圧はAClOOV50/60Hzです。

⑪電週FUSE（フューズ｝

TS-930Sは6A, TS-930Vは4Aのヒューズが入っています。切

れた場合は，原因をよ〈確かめたうえで付属のものとお取り替え〈

丈fさい。

⑬EXT. SP（スピーヵー｝ジャック＠

TS-930に外部スピーカーを接続する場合にお使いください．イ

ンピーダンスは4～16'2まで適合します。｛オプションSP-930)

⑮CW.KEY（電鍵｝ジャック⑦

C W運用する場合は2Pプラグを使用して電鍵を接続してくださ

、、’

14 

4. 運用方法
4.1 受信のしかた（I)

ここでは，信号を受信するための最も基本的なツマミの操作を説

明します。

1 .電源コード，アンテナの接続が終りましたら，つぎのように各

ツマミやスイッチを設定してください。

（①＠ーなどは各部の名称で使用した番号です。）

予備セッティング

衰 1

て：， ＇？ミ 位置

@POWER （電源〉スイッテ

Rvoxスイ・yチ

前 l@MONI（モ＝ター｝スイッチ

＠スタンパイスイッチ

⑩AGC SSB受信

OFF 

MAN 

OFF 

REC 

SLOW 

FAST 面 cw受信

@MODE（号ード）スイッテ ｜ 受信希望モード

．⑩VFO/MEMO（メモリー）切替スイッテ｜ VFO 

’‘ I I 

⑪ FUNCTIONスイッチ I A 

@RF ATTスイッチ

ネ｜＠聞Tスイッチ

⑩ NOTCH（ノッチ｝スイッチ

@AF TUNEスイッチ

ル I(@D.LOCKスイッチ

(@AF(AFゲイン｝ツマミ

@RF(RFゲイン）ツマミ

OdB 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

反時計方向に回しきる

時計方向に回しきる

チッイス替切T
 
N
 
A
 
X
 
R
 
⑨
 

パ
ネ
ル

背

面 OFF 

2. POWERスイッチ＠を ONします。メーターと周波数ディスプ

レイ， VFOインジケーターが点灯し， TS-930が動作を開始した

ことを示します。

（初めて POWERスイッチ＠を ONしますと周波数テ’ィスプレイ

は14.000.0MHzを表示します。）

8. BAND （バンド）スイッチ⑦， I阻 Izステップ切替えスイッチ

⑥で希望のバンドにします。

4. A Fツマミ＠を時計方向に回しますと，ノイズまたは信号が上

面のスピーカーから聞えます．適当な音量に調整してくだきい。



5.同調ツマミ⑥を回して，目的の信号が最も明瞭に聞えるように

合わせてください。

ニ官憲

.J.JYの受信は， BANDスイッチ⑦を10にして，間間ツマミ⑥を回し

て10.000.0MHzで受信して〈ださい。

4.2 受信のしかた（II)

この項では，抜群の特性を持つTS-930の受信機能を充分に発揮

させるための各種ツマミの使い方についてご説明します。

1. RF ATTスイッチ

教100m以内で，送信機を動作させた時などのように非常に強力な

電波が入感すると，その信号が近接周波数の場合は，目的の受信信

号がプロックされたり，直接受信する周波数の場合は， Sメーター

が振切れてしまったりすることがあります。このようなとき， RF  

ATTスイッチ＠を切替えることにより， RFアンプへの入力信号は

10, 20，または30dB減衰し，強力な信号による妨害が除去されて．

歪のない安定した受信状態にすることができます。

2. RF GAINツマミ

このツマミは，時計方向に回しきった位置において，高周波増幅

段の利得は最大（最大感度）となっています。したがってこのツマミ

を反時計方向にまわすことにより，高周波増幅段の利得を連続的に

減少きせることができます。また同時にSメーターが振れ出し，反

時計方向に回し切るとメーターの指示は．振り切れ，信号もノイズ

も聞こえなくなります。

このツマミの使い方は，信号を受信している場合．そのSメータ

ーの振れと同じか，やや少なめになるように，このツマミを回して

調整します。こうしますと信号の切れ目のノイズが減少し，聞きや

すくなります。この場合でも， Sメーターの指示は正しい値を示し

ます。安定した受信状態の時お使いになると効果的です。

通常，このツマミは時計方向に回しきり，最大感度で使用します。

3. AGCスイッチ

このスイッチは， AGC回路の時定数切替えとAGC回路をOFFき

せる働きを持っています。

一般的には次のように切替えて使います。

•OFF ：極めて弱い信号を受信する場合。ニの場合， Sメーターは

撮れな〈なります。

•FAST: CWを受信する場合や同調ツマミを回して選局する場合。

・SLow:SSBを受信する場合。
RFツマミと AGCスイ・yチを同時に使う方法

ローカル局のような強力な電波が，受信している周波数付近に出

てきますと，その電波により Sメーター（妨害信号によりAGC電圧

が発生している）が振れて，妨害を受けることがあります。このよ

うな場合は， R Fツマミ＠を回して，受信している信号のピーク付

近に， Sメーターの指針が固定されるように合わせ， AGCスイッチ

＠をOFFします。そうしますと，妨害信号によるAGC電圧の発生が

なくなり，了解しやすくなります。

4 . RIT ( Receiver; Ir’cremeotal Tuning) 
(RITスイッチをONしてから使用します。）

このツ？ミによって，送信周波数を変えずに受信周波数を±9.99

kHz（表示は±9.9kHzまでです。）動かすことができます。交信の相

手局の周波数がずれているような場合に RITスイッチ＠をONすれ

ば， RITツマミ＠により．受信周波数を相手局に一致させることが

できます。 RITの動作はパネル函のRIT周波数表示およrFRITイン

ジケーター⑮により，一目で確認できます．

また元にもどす場合は， RIT-CLEARスイッチ＠を押すと元にも

どります。

ご注意

RITがONの場合肱，送信周波憶と受信周浪散がずれます。通常受

信する時は，必ずRITスイ・yチをOFFとし，相手局の周漣量肢がずれ

た場合のみ使用するよう巳して〈ださい。

5 . SSB SLOPE TUNEツマミ

SSB受信時， IFの帯域を見かけ上移動させ，混信を除去させる

ものです。

• SSB SLOPE TUNE HIGH CUTツマミ

HIGH CUTツマミを矢印へ回しますと，受信AF出力の高い方

からの混信を除くことができます。この結果，音質的にはハイカ

ットの音になります。

• SSB SLOPE TUNE LOW CUTツマミ

LOW CUTツマミを矢印の方向に回しますと，受信AF出力の

低い方からの混信を除くことができます．この結果，音質的には

ローカットの音になります。

6. CW VBT(Variabl Bandwidth Tuning）ツマミ

このツマミはIFの中心周波数を変えずに通過帯域幅を変化させ

て混信を除去させるものです。

通過帯域幅は時計方向に回しきったときが最大になっており，反

時計方向に回すことによってIFフィルターの通過帯域幅を連続的

に狭くすることができます。（中心周波数は一定）園7に動作の概略

を示します。

可変範囲は使用フィルターによって異なります。

(1）フィルターの帯域幅が2.4kHzのとき（オプションフィルター

なし）可変範囲は600Hz～2.4kHzです。

( 2）オプションフィルターYK-88C-1(8.83MHz，通過帯域幅500Hz)

YG-455C-l ( 455kHz，通過帯域幅500Hz）を挿入したときは500Hz

の帯域幅から，約150Hzの帯域幅にすることができます。
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fo +1 6+2 kHz 
BFO 

2 -1 lo +Iム＋2kHz 
BFO 

-2 一l

kHz -2 I lo +16+2 

BFO 

lo +1 6 +2 

BFO 

週一

kHz -2 -1 

； 
ノッチ ONノッチ OFF

国 8ノッチ回路の動作（LSBモードの場合）
図 6558 SLOPE TUNE (HIGH CUT, LSB) 
ツマミの働き

最小となるように調整してください。

NOTCHツマミ＠中央で約l.SkHzのビート混信を除去できるように

調整され， USB,CWの場合は時計方向に回すことにより l.SkHzよ

り高いビート混信を除去することができます。

LSBの場合は逆となります。

8. AF TUNEスイッチ

受
信
信
号
ー A F周波数特性にピークを持たせ希望する信号を

浮き上がらせて受信できます。

このスイッチを ONにし， AFTUNEツマミ＠を回して希望する

信号が最も良〈聞こえる所に合わせます。

C W受信の時，

－ーー－ 455kHz7イJレター

ーーー－－－ 8.83MHzフィルター

9. NB（ノイズプランカー）スイッチ

・NBIスイッチ
自動車のイグニッションノイズのようなパルス性ノイズの多い

場合， NB1スイッチ＠をONしてください。また， NBLEVELツ

kHz 

ノイズを取り除くスレッシュホールドレベルを変化さ7 ミ⑮で，

CW VBT 

．、 t’，

⑬ , .... 』 _____...c、
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せ，比較的小さなノイズでも消すことができます。ただし，近接

大きな妨害信号がある場合は， NBLEVELツマした周波数に，8. 83MHz t 455kH zの両lFフィルターの通過帯域を等価的に交差させ、
帯域幅を狭〈して、混信信号を追い出すことができます。 妨害信号により歪を発生するミ⑮を時計方向に回し過ぎますと，

ご注意ください。場合がありますので，

・NB2スイッチ
VBTツマミの働き図 7

7. NOTCHツマミ

受信している帯域内に，

ウッドベッカーノイズが発生しましたらスイッチ ONしてくだ

さし、。但しウッドベッカーの種類によっては効果の少なし、場合が

あります。

C Wのような単信号の混信がある場合，

ビート混信がNOTCHスイッチ⑩をONして， NOTCHツマミ⑪で，
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4.3 送信のしかた（ I ) 

ここでは，送信のための調整方法を中心に記載しであります。

1 .送信出力インピーダンス

TS-930は送信出力インピーダンスSOQになっていますので，使

用するアンテナ系は50Qのものにしてください．

2. SWR 

アンテナ系のSWRは1.5以下でご使用ください。

ただし，オートアンテナチューナー内蔵のセットは20'2-1500

(SWR約2.5:1）までアンテナ系とのマッチングがとれますが，実

際に整合状態の悪いアンテナではアンテナから電波の轄射きれる効

率が低下し，送信時に良い結果は得られません。 SWR  1.5以下で

使用してください。

3.アンテナ舗子

アンテナ端子をオープン（アンテナまたはダミーロードを繍続し

ない状態）にしたままでは絶対に送信しないでください。

送信試験を行う場合はできるだけ50Qのダミーロードをご使用く

ださい。またアンテナを接続したままで，不用意に電波を発射しま

すと他局に妨害を与える恐れがあります。

TS-930Vタイプは15W程度以上， TS-930Sタイプは150W程度以

上のダミーロードが必要です。

4.予備セッティング

表に従って，送信のための予備セッティングを行ってください。

衰2 送電時のツマミ位置｛褒以外のツマミ位置は表1に従う。）

ツマ ‘‘ ‘ ・ 位置 ツマミ 位置

⑦BANDスイッチ 送信希望バンド @RITスイッチ OFF 

＠スタンパイスイッチ REC ⑩ PROCスイ・yチ OFF 

@MODEスイッチ cw ⑩オートアンテ
ナチューナー THRU 

② METERスイッチ ALC 切替スイッチ

5.アンテナチューナー

アンテナ系のSWRが高い状態のまま，本機を使用しますと，フ

ァイナル段のプロテクションが動作（SWRが約2以上）したり，

またフィナル段の悪影響をおよぼします。したがってアンテナ系の

SW  Rが高い場合には当社のオプションで用意されているオートア

ンテナチューナー（AT-930）または外付アンテナチューナ－AT-230

等をご使用ください。

（オートアンテナチューナーが内蔵されていない場合）

また外付付アンテナチューナーを使用しマ・yチング調聾をする場

合は，必ずMODEスイッチ⑪をTUNEの位置tこしてお使い〈ださい。

出力電力が約sowとなり，他局への妨害が減少すると共にファイナ

ルトランジスタの保護のためにも有効です。

（オートアンテナチューナーが内蔵されている場合）

内蔵オートアンテナチューナーはMODO（モード）スイッチ＠を

TUNE，オートアンテナチューナ一切替スイッチ＠をAUTOで送信

することにより動作します。（CARレベルはALCが振れる程度に上

げておくことが必要です。）

実際には20Q-150Q (SWR約2.5:1）の範囲で同調を取ること

ができますが接続したアンテナ系のSWRが非常に高い等，アンテナ

チューナーのマッチング範囲外の場合にはアンテナチューナーは停

止しません。従って20秒以上バリコンが停止しない場合にはアンテ

ナ系を調整してご使用ください。

また，ご使用になるアンテナ系の負荷条件により特定バンド聞の

バンド変更時に同調できなくなる場合があります。この様な場合は

STBYスイッチをRECに戻し再ぴSENDにしていただけば正常動

作にもどります。

4.4 送信のしかた（II)

ここでは，各モードでの送信方法と各ツ7 ミの説明します0

1. SSBで送信する場合

(1) ＇？イクを接続します。（マイクインピーダンスは 500Q-50kQで

す。）

(2) MODEスイッチ⑪を，運用するM0DE(3.5,7MHzはLSB,10, 

14, 21, 28MHzはUSB）に合わせます。

(3) スタンパイスイッチ＠をSENDにします。（マイクPTTスイッチ

がついている場合，そのスイッチをONさせてもよい。）

(4) METER（メーター）スイッチ②をALCとし阻Cツマミ③を時計

方向に回わしながら，マイクに向って発声しますとメーターが振

れますロ国9に示すように，音声のピークでALCメーターが少し

振れる位置が最適位置です。 ALCメーターが振れ過ぎないように，

阻 Cツマミ③を調整してください。

SSBの場合

E二ユ二

iP-g・ 0切 6
＠勢$－瀞

図9

2. cwで送信する場合

MIC・＇：／＇？ ミ
音声のピークでALOメータが
少し振れるようにする。

(1）電鍵を背面のKEYジャックに接続します。

(2) MODEスイッチ＠をcwにします。

(3) スタンパイスイッチ⑮をSENDにします。

(4）電鍵をダウンの位置にしますと，メーターが振れます。（METER

スイッチ②は， ALCの位置）
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(5) メーターの振れが， ALCゾーン（図11参照）の半分位になるよう

CARツマミ④を調整してください。

電鍵へ

エレキーを使用する場合は、
KEYジャックの極性に注意

してください。

図10 電鍵プラグの接続

cwの場合

HF TRANSCEIVER TS-930 
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CARツマミ

図11

3. RTTY運用

RTTY運用には，デモジュレーターとテレタイプが必要です。デ

モジュレーターは．オーディオ入力で動作するもので， 2125/2295

Hz(l70Hzシフト）のフィルターを内蔵したものであればすべて使用

可能です。 TS930のFSK回路をキーイングするには，テレタイプ

の閉ループ回路にリレーコイルを入れ， リレー接点を背面パネルの

RTTY KEYジャック⑨に接続します。

TS 930の送受信の周波数関係は，図12に示します。なおTS-930で

はFSK運用時の周波数表示はスペース周波数を表示しております。

受信キャリア位置 SSBフィルタ cw才イルタ
，－－－－－－－，－・・・・・『「・－ー--r-－－、
I I 1 / I 

: : ii ¥ 

8829 f5fi30¥ 8831 8832 (kHz) 8827.79 

14.2000 

等価RF周波数 スベース信号 8830.085

14.却∞の場合）

図12 キャリア周波数に置きかえたRTTY周波数

18 

・使い方

(1）背面パネルのRTTYKEYジャック⑨にRTTYKEYを接続し

ます。

(2) MODEスイッチ⑪を FSKにします。

(3) スタンパイスイッチ⑮を SENDにします。

(4) METERスイッチ②をALCにします。

(5) PROCESSOR-OUTツマミ＠を調整して，メーター①の振れ

がALCゾーン内で振れるよう調整してください。

こづ主意

FSKでも最大出カで運用できますが，一回の連続送信時聞は15分程

度とし，ぞれ以上連続運用する場合はPROCESSOR-OUTにより50W

程度にパワーダウンしてお使い〈ださい。

4.スピーチプロセッサー

SSB運用時において（特にDX通信の際），電波が弱〈，交信の相

手局に良く了解してもらえない時に，スピーチプロセッサーを使用

してトークパワーを増大きせる手法は有効です。

TS 930内蔵のスピーチプロセッサーは2個のフィルターを用い

たRFクリッパ方式です。

・使い方

まず， PROCスイッチ⑮をONし， METERスイッチ②をCOMPに

して，実際に運用する声の大ききでマイクに向ってしゃべりながら，

PROCESSOR-INツマミ⑩を回し，指針の振れをメーターのCOMP

目盛でピーク値約lOdBに合わせます。

次にMETERスイッチ②をALCにし，同様に7 イクに向ってしゃ

べりながらPROCESSOR-OUTツマミ＠を回して指針が音声のピ

ークで少し振れる程度に合わせます。

ご注意

スピーチプロセッサは送信のトークパワーの増大に有効な手段です

が使い方によっては周囲雑音による了解度の低下や送信音質の劣化を

招きますのでCOMPLEVELはあまりあげすぎないようご注意〈だ

さい。

5.モニタ－

SSB運用時， MONIスイッチ⑮をONにし，スタンノ〈イスイッチ＠を

SENDにすれば，送信IF信号の一部が復調きれ，自局の送信音質を

モニターすることができます。変調具合のチェックや RFスピーチ

プロセッサーの調整等にご利用ください。なお，モニターする場合

は，ハウリングを防止するため，ヘッドホンをお使いください。

また，MICツ7 ミ③の調整が不適当であるような状態では，ALCが正

しい動作をせず，送信IF信号レベルが過大になりモニター音が歪む

ことがありますのでご注意ください。



cw運用時MONIスイ、ソチ⑩をONにすることにより cwサイドト

ーンによるモニターが可能です。

6. vox 

voxとは，音声で送信，受信の切替えの動作を行うことです。し

たがって， 7 イクを接続し， VOXGAINツマミ⑮を右に回して（VOX

スイッチ⑩ON）？イクに向かつて発声すれは＼スタンパイスイッチ

⑮をREC，マイクのPTTスイッチをOFFにしたままで自動的に送

信へ移れます。（ただしMICツマミ③は図9で説明した程度に調整し

ておく必要があります。）

(I) VOX GAINツマミ

vox動作を行う場合， 7 イクに向って普通に話す程度で発声し，

このツ7 ミで送信に移るレベルを調整します。時計方向に回します

と感度が高くなり，低いレベル音声で送信に移れます。送信，受信

の動作の確認は， ONAIRインジケーター⑭の点灯で判断できます。

VOX GAINツ7 ミ⑮を上げすぎますと，音声以外の雑音で誤動

作してしまいます。

(2) ANTI VOXツマミ

このツマミは，本機のスピーカーからの音て＂， vox回路が誤動作

するのを防ぐためのものです。最適音量での受信時スピ カーから

の音でvoxが働かなくなる点に調整してください。

(3) VOX DELAYツマミ

このツマミは， vox回路が動作して，送信状態を保持する時間を

コントロールするツ7 ミです。

通常の会話では，わずかながら声のとぎれる場合があります。従

って，この保持する時聞が短かすぎると，声がとぎれるたびに受信

状態に戻ってしまいます。自然な運用をするためには，このツ7 ミ

を時計方向に回して，マイクに向って自分の通常のスピードで話し

てみて，送信が持続するように調整してください。

7. cwブレークイン

cw運用時voxスイッチ＠をvoxしますと，スタンパイスイッチ⑮

をREC位置にしたままで， KEYダウンにより自動的に送信状態に移

れます。この機能をブレークイン機能と言いますが，ブレークイン

には次の 2種類の方式があり，TS930ではどちらの方式でも運用で

きます。

(I) セミブレークイン

KEYダウンで自動的に送信状態に移り出力が出るが， KEYアップ

しでも一定時間（VOX.DELAYツマミで可変できる）は送信状態が

保持きれます。セミブレークイン動作は， CWブレークイン切替え

スイッチ⑮をSEMIの位置にした時， 1動らきます。

(2) フルブレークイン

KEYタウンで自動的に送信状態となり， KEYアッフ。てブこだちに受

信状態に戻ります。従ってcw運用時にKEYイングの時でも信号を

受信できます。フルブレークイン動作は， CWブレークイン切替え

スイッチ⑮をFULLの位置にした時に働きます。

なお当社リニヤアンプTL922はその性能上フルブレークインで

の運用はできませA。

8. cwのゼロイン

cw運用において相手局の電波と自局の発射する電波の周波数を

一致させることをセ。ロインと呼びます。TS930では次の 2つの方法

により相手局にゼロインすることが可能です。

① MODEスイ、ソチ⑪をTUNE位置にし相手局の信号がゼロビート

になるように同調ツマミにより調整します。この状態でMODEス

イソチ⑪をcw位置に戻すことにより相手局にセーロインした状態

でcw運用ができます。

② MONIスイッチ⑮をONとし受信状態でKEYダウンすることに

よりスピ カーからサイドトーン音が聞こえます。同調ツマミを

調整し，相手局の受信ピッチがサイドトーン周波数と等しくなる

ように調整すれは、，セV イン操作は終了です。この場合サイドト

ーン周波数はピッチ可変ツ7 ミにより変化することができますが，

どの周波数で、も同じ操作でセーロインすることができます。

9. フィナルプロテクションについて

TS 930には，フィナル部のトランジスター等を保護するために

プロテクション回路が内蔵されています。

プロテクション回E各はTS930Vタイプと TS930Sでつぎのよう

に異ります。

• TS-930Vタイプ

アンテナ系のインピーダ、ンスが不適当で， VSWR値が高くなりま

すと，フィナル部のトランジスターの負担が増加します。このよう

な場合にアンテナ系のVSWRを検出し，自動的に送信出力を下げて

ファイナル部を保護しております。

• TS-9305タイプ

TS 930Sタイプ1ニは， 4干重類のプロテクション回路があります。

その第 1はTS930Vタイプと同様なアンテナ系のVSWRを，第2は，

ファイナル部の電流を監視し，自動的に送信出力を下げる方法です。

第3は，放熱器の温度が上昇しますと，その温度を検出してクーリ

ングファンを動作きせます。通常の使用状態では，このクーリング

ファンが動作することにより，十分に放熱器の冷却は行われます。

第4は，送信時に温度プロテクションが動作し放熱器の温度が異状

に上昇した場合に自動的に受信状態に戻り送信することができなく

なります。
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また，温度プロテクションが動作した時には，クーリングファン

の回転数がふえ，放熱器の冷却がはやめられます。

この場合プロテクションの動作の復帰は放熱器の温度を下げるこ

とにより再ぴ送信することができます。（放熱器温度約60・C)

ファンは放熱器の温度が約50・Cになると動作します。

4.5 BAND（バンド）スイッチの使い方

BANDスイッチ⑦は， VFOA, B別々に動作します。（2VFO運用

参照）

1. BAND（バンド）スイッチ

軽いタッチの7"ッシュスイッチを使用しており，確認のホピッ’

音がでます。希望のBANDスイッチを押してご使用ください。

2. 1 MHzステップ切替えスイッチ

1MHzずつ変化しますので， UPあるいはDOWNを押してご使用

< t.ごきし、。

4.6 2-VFO操作

TS 930には， VFOA, Bの2-VFO機能が内蔵されております。運

用VFOAおよびBはインジケーターで表示されています。

1. FUNCTIONスイッチ

FUNCTIONスイッチ⑪で， VFO:A,VFO:Bさらに受信周波数と

送信周波数を異なる周波数に設定できる VFO:A RおよびVFO:

B Rに切替えられます。したがって受信機と送信機をそれぞれ2台

ずつ操作しているような高度の運用を楽しむことができます。FUN

CTIONスイッチ⑪により．表のように切替わります。

FUNCTION 
戸J』"- 信 送 信

スイッチ

A R A B 

A A A 

B B B 

B-R  B A 

VFO:A, Bを，それぞれ異なるバンドに設定しての運用もできま

すし（例えばVFO:A は7MHz,VFO: Bは14MHz）.同一ノぜンド内で

VFO: A, Bを使用することもできます。さらにVFO:A, Bをメ

モリーとしても使用できます。

例相手局とのスケジュール周波数をVEO:Bにメモリーしておい

て，相手局が出てくるまではVFO:Aで交信をする。このように

VFO: A, Bの切替えがワンタッチでできますので能率の良い運

用が楽しめます。
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2. A=Bスイッチ

運用している VFOに，もう一方のVFO周波数を一致させたい場

合があります。その時は，このスイッチで行ないます。

3. D.LOCK（ダイアルロック）スイッチ

長時間同じ周波数でQSOする場合，誤って同調ツマミ⑥にふれ周

波数が変わってしまうことがあります。

D.LOCKスイッチ＠は使用中のVFO周波数を電気的に固定するス

イッチでとても便利です。

D.LOCKスイッチ⑪をONしておきますと同調ツマミ⑥（VFOA, 

B共に）を回しでも周波数は働きません。

4.7 MEMORY CH（メモリーチャンネル）運用

MEMORY CHは，使用頻度の高い周波数（クラプチャンネル等）

をメモリー（記憶）させるために使用します。

1. MEMORYの書き込み

同調ツマミ⑥により設定きれた周波数をMINスイッチ⑫により，

MEMORY CHセレクター＠で各チャンネル（ 1 -8チャンネル）に

書き込みができます。

2. MEMORYの呼び出し

各チャンネルから周波数の呼ぴ出しは，つぎの2つの方法があり

ます。

•VFO/MEMOスイッチによる呼び出し

MEMORY CH ( 1 -8チャンネル）による運用をする場合に使用

します。この場合は固定チャンネル動作となります。

…
一
回

①メモリーしたい周波数を同調ツマ
ミで設定します。
②何チャンヰルに入力させるかME-
MORYCHセレクターで設定します。
③ MINスイッチを押すとY ー唱が
発生LMEMORYの書き込みが完了

です。

MEMORYの呼び出し

VFO荒MO MIN 素
EコEコEコ
.c, 

①呼び出すチャンネルlニMEMORYCH 
セレクターを合せます。
② VFO/MEMOスイッチをMEMO！こす
るかMRスイッチをONにすること
により呼び出せます。

図13



•MRスイッチによる呼び出し

MEMORY CH( 1 - 8チャンネル）周波数をVFOに呼び出して運

用する場合に使用します。この場合は同調ツマミ⑥により周波数を

可変することができます。

いずれの場合も RITにより受信周波数を変えることができます。

3. MEMORY CH周波数パックアップ

TS-930のMEMORYCH周波数は，マイクロコンビューター外部

のRAM( Random Access Memory）へ，希望する周波数を自由にメ

モリーできますが， POWERスイッチ⑫を OFFにしますと，一定

時間後にはこのデーター（周波数）が消去されてしまいます。

このためPOWERスイッチ⑮をOFFにしてもMEMORYCHのデ

ーター（周波数）が消えないように保存（パ、ソクアップ）する回路を内

蔵しています。

これは7 イクロコンピューターの RAMの電源を， POWERスイ

ッチ⑫に関係なく常に供給しておくもので，セット上面のメモリーパ

ックアップ電池収納ケース⑩に電池を入れておけは・， MEMORY CH 

ヘメモリーした周波数はいつまでも残ります。パ、ックアップ電流は

lOμA以下て、電池の寿命は約1年です。

但し，パソクアソプ電池無しでも内蔵のコンデンサにより約1日

はデーター（周波数）の保持が可能です。

4.8 T-F SETの操作

1 .たすきがけ操作時における送信周波数の設定及びチェ、ソクがこ

のスイッチを押すだけでできます。

A R，またはB-Rの時，このスイッチを押すと，送信用の

VFOが働き，表示も送信周波数となります（受信状態のまま）。こ

の状態で同調ツマミで送信周波数を設定します。

送信用VFOのRITスイ、ソチ⑫がONになっている時はその状態

の周波数が表示されますが，故障ではありません。送信周波数を

設定する時は， RITスイッチ⑫をOFFにしてください。

2. スイッチを離すと， FUNCTIONスイッチ⑪で設定した通りの動

作に復帰するので， DXベディション局等のスプリット周波数，

QSOの際に誤ってペディション局の周波数で送信してしまうよう

な誤操作を未然に防止し，またDX局を射止める最適な送信周波

数をすばやく設定できます。

3. T-F SETスイッチは， FUNCTIONスイッチ⑪が， A-Rまたは

B-R  （送・受信周波数が異なるスプリット周波数QSO）の時の

み動作し誤まってTFSETスイッチ⑮を押し続けたままで（万一）

送信しても，自動的に TF-SETが解除されます。

尚，どのような FUNCTIONに於いても，インジケーターがど

のVFOが操作しているかを表示するので誤操作防止に役立ちま

す。

4.9 クーリングファンの動作

TS-930 Sタイプには，電源部及ぴファイナル部に強制空冷用のク

ーリングファンが内蔵されています。（Vタイプは電源部のみ内蔵）

クーリングファンは放熱器の温度が上昇すると動作し放熱器の温

度が下りますと停止します。

通常の使用状態では，ほとんど動作しないよう放熱器は背面ノマネ

ルと共通のアルミ夕、イカストとし，十分な放熱効果が得られるよう

になっていますが，背面パネル周辺は放熱しやすくするように設置

してください。

なお，クーリングファンは本体が送信，受信にかかわらず，放熱

器の温度を検出して動作するようになっています。

4. 10 運用に当つてのご注意

4.1～4.9により TS930の運用方法を説明L、たしましたが，運用

にあたり次のことにご留意され，快適な運用をお楽しみくだきい。

最近アマチュア局の運用，特に都会地の人家密集地帯等での運用

が，時としてテレビ，ラジオやステレオ等に対する電波障害を生じ，

社会的問題となる場合が見受けられます。もちろんア7 チュア局側

に全ての責任がある訳ではなく，機器メーカーといたしましてもス

プリアス等の不要輯射の発射を極力減らし，質の良い電波の発射が

できるよう念入りに調整，検査を行って出荷しております。もし運

用中，上記の電波障害を生じた場合には，次の事項にご注意を願っ

て対処きれ，正しく楽しい運用をされるようお願いいたします。

アマチュア局は，自局の発射する電波がテレヒ＼ラジオやステレ

オ等の受信や再生に障害を与えたり，障害を受けている旨の連絡を

受けた場合には，電波法令（運用規則258条）に従って直ちに電波の

発射を中止し障害の程度，有無を確認してください。

障害が自局の電波によるものであると確認された場合には，次の

ような方法で，送信側の原因か受信側の原因かの見極めつけてくだ

さい。テレビ受像機，ステレオやラジオ受信機にアマチュア局の電

波が混入する原因としては次のものに大別できます。

①送信機からのスプリアス（特に高調波）等によるもの。

②送信機からの基本波によるもの。

①の場合には，テレビ受像機やFMチューナ一等では特定のチャ

ンネルや周波数で混信をおこしますから，混信するチャンネルや周

波数が送信周波数と高調波関係にあるかどうかをチェックします。

このような場合には，テレビ受像機やFMチューナー側で対策する

ことが困難ですので，アマチュア局の発射電波の高調波を更に減ら

すようにしなければなりません。（送信側での対策）

②の場合には，テレビ受像機の全チャンネルや高調波関係にない

チャンネル等に混信を起こします。この場合にはテレビ受像機やF

Mチューナ一等で基本波を除去する対策をしないかぎり，ア7 チュ

ア局側で防止することは非常に難しくなります。（受信側での対策）

以上の他，例えば受信アンテナの接触不良で混変調を生じたり（受
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信側の原因），アースが不完全であったり（送信側の原因），ステレ

オアンプ等の場合，スピーカーコードが長すぎて電波が混入したり

するケースもあり，原因も種々ありますが，送信側の原因が受信側

の原因かを見極めることが重要となります。

原因の見極めをつけた状態で対策をとる訳ですが，原因が送信側

にあると考えられる場合，高調波除去のためLPF（低減フィルター）

例えばトリオLF-30A型LPFをご使用いただけれは骨良いと思います。

またACラインへの高周波のリーケージはできるだけおきえてお

りますが，より効果を増すため，送信機の接地を完全にすることも

有効です。

以上の他，送信機が明らかな異状動作（例えば発振等）をしてい

る場合，寄生振動や高調波スプリアスの轄射が増え，送信機からの

障害も増えますので，このような場合には，最寄りの当社通信機サ

ービス窓口に，修理，調整を申しつけられますようお願いいたしま

す。

受信側での原因による障害は，その対策は単に技術的な問題に止

まらず，近所での交際上も仲々難かしい場合が見受けられます。 i昆

信障害の原因が基本波による場合，受信アンテナをはずして障害の

無くなる場合には，受信側アンテナ端子に HPF（高域フィルター）

を取付ける事によっても防止できる場合もあります。

JARL （日本アマチュア無線連盟）では，アマチュア局側の申し

出により，その対策と障害防止の相談を受けておりますので， JARL

の監査指導委員またはJARL事務局に申し出られると良い結果が得

られるものと思います。また， JARLではアマチュア局の電波障害

対策の手引として「TV I・ステレオ I対策ノート」を有料（ 1部

50円干70円）で配布しておりますから， JARL事務局に申し込まれ

ると良いと思います。

いずれにしても，電波障害というトラブルを無くし，楽しい運用

をL、たしましょう。

4. 11 前脚の引き出し方

TS-930の前脚を高くしてセットを斜めにすることができます。前

脚を左に回して引くと足が伸ぴますので，そのまま右に回すとロッ

クされます。前脚を縮めるときは左に回して押し込んでから右に回

すとロックきれます。
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表 3 日本における VHFテレビ放送のチャンネル

チャンネル 周波数範囲 映像周波数 音声周波数

lch 90～ 96MHz 91. 75MHz 95. 75MHz 

2ch 96～102 II 97.25 " 101. 75 ,, 

3ch 102-108 II 103.25 ,, 107. 75 ,, 

4ch 170-176 ’F 171.25 " 175. 75 " 

5ch 176-182 II 177 .25 ,, 181. 75 ,, 

6ch 182-188 II 183.25 ,, 187. 75 ,, 

7ch 188-194 II 189.25 " 193. 75 " 

8ch 192-198 II 193.25 " 197. 75 " 

9ch 198～204 II 199.25 " 203. 75 ,, 

lOch 204-210 II 205.25 ,, 209. 75 ,, 

llch 210-216 II 211.25 " 215. 75 ,, 

12ch 216-222 II 217 .25 ,, 221. 75 ,, 

衰 4 日本における UHFテレビ放送のチャンネル

チャンネル 周波数範囲 チャンネル 周波数範囲

13ch 470-476MHz 38ch 620-626MHz 

14ch 476-482 ,, 39ch 626-632 ,, 

15ch 482-488 ,, 40ch 632～638 11 

16ch 488-494 II 41ch 638-644 11 

17ch 494-500 11 42ch 644-650 " 

18ch 500-506 ,, 43ch 650-656 II 

19ch 506～512 ,, 44ch 656-662 ,, 

20ch 512-518 ,, 45ch 662-668 ,, 

2lch 518-524 ,, 46ch 668-674 ,, 

22ch 524-530 " 47ch 674～680 11 

23ch 530-536 " 48ch 680-686 ,, 

24ch 536-542 " 49ch 686-692 ,, 

25ch 542-548 ,, 50ch 692-698 ,, 

26ch 548-554 ,, 51ch 698-704 ,, 

27ch 554-560 11 52ch 704～710 ,, 

28ch 560-566 II 53ch 710-716 ,, 

29ch 566-572 ,, 54ch 716～722 ,, 

30ch 572-578 " 55ch 722～728 ,, 

31ch 578～584 " 56ch 728-734 ,, 

32ch 584-590 11 57ch 734-740 ,, 

33ch 590-596 ,, 58ch 740-746 " 

34ch 596-602 ,, 59ch 746-752 11 

35ch 602-608 11 60ch 752-758 " 

36ch 608-614 II 61ch 758-764 ,, 

37ch 614-620 " 62ch 764～770 11 



5. 回路説明
5. 1 ブロックダイヤグラム

36ページにTS-930のブロックダイヤグラムを示します。

1.概要

TS-930の主な構成は，受信部がクォドラプルコンパージョン送信部

がフィルタータイプのSSBジェネレーターをもっトリプルコンパー

ジョン（CWモードは，ダ、プルコンパージョン）構成となっており，

中間周波数は44.93MHz, 8. 83MHz, 455kHz, lOOkHzの四種類とな

っております。 lOOkHzは，受信部のみの中間周波数となります。局

部発振器には， PLL制御によるvcoの外にHET発振器（36.1MHz),

CARI発振器（8.83MHz),CAR2発振器＇（ 8.375MHz）があり，これら

は，送信部，受信部とも使用しており，この外に受信部専用の局部

発振器としてCAR3発振器， CW運用時のピッチ可変用のCAR4発振

器があります。

受信部のミキサ回路には，第1および第2ミキサにジヤンクショ

ンFET(2SK125)2本によるバランスドミキサを採用し，第3およ

び第4ミキサには．デュアルゲートMOSFET(3SK73）を採用して

おります。送信部のミキサ回路には第I，第2および第3ミキサの

全てに3SK73によるバランスドミキサーを採用しております。

PLL回路は， 3つのループから成り前述したvcoの発振周波数

を制御しており， lOHzステップのデジタルVFOを実現し，さらに

2つのキャリア発振器の発振周波数と組み合わせることにより，

SSBスロープチューンやCWVBT等を可能にしております。

アクセサリ一機能も豊富に設けられており，モニター， VOX,RF 

スピーチプロセッサーその他などの従来からの機能に加えて，新型

のノイズプランカー（NB2），自動演算型Sw R計，フルブレークイ

ン機能などの新開発の回路技術がふんだんに盛込まれております。

2.送信部

マイクロホンからの音声信号は，シグナルユニットに入り，？イ

クアンプで増幅され，平衡変調器により 455kHzのDSB信号に変換

されます。この信号は，バッファアンプを通り，セラミックフィル

ターを通過してSSB信号となった後，送信第1ミキサにより CAR2

周波数（8.375MHz）と混合され8.83MHzの信号となり MCFに入力さ

れます。 MCFを通過した SSB信号はアンプを通り，送信第2ミキ

サでHET周波数（36.1MHz）と混合きれ44.93MHzの信号となり，さ

らに次の送信第3ミキサによりvco周波数（45.08-74.93MHz）と混

合され，送信周波数となります。最終周波数に変換された送信信号

は，送信バンドパスフィルター（l.8-30MHz）を経て，さらに増幅

きれてファイナルユニットに入力されます。ファイナルユニットで

必要な電力まで増幅された送信信号は，ローパスフィルターで不要

なスプリアス成分を取り除かれアンテナに供給されます。

3.受信部

アンテナからの受信入力信号は，シグナルユニットに入札受信

バンドパスフィルターで9つのバンドに分けられます。受信周波数

に応じたバンドパスフィルターを通過した信号は， RFユニットに

入り， vco周波数と混合され第 lIF周波数（44.93MHz）に変換され

ポストアンプを通り再ぴシグナルユニットに入力され， MCF2段に

よるバンドパスフィルターを通り，受信第2ミキサに加えられます。

ここでHET周波数と混合され第2IF周波数（8.83MHz）となり， MCF

を通過した希望信号は受信第3ミキサでCAR2周波数（8.375MHz)

と混合され第 3IF周波数（455kHz）に変換されます。この後IFアン

プにより増幅きれた信号は，セラミックフィルターを通り，さらに

増幅きれ，第4ミキサに入り第4IF周波数(lOOkHz）になり，ノッチ

フィルターを経て最終のIFアンプにより増幅きれ，復調されます。

A Mモードでは，専用の検波回路で復調されますが，他のモードは

リング検波器より復調きれます。復調された低周波信号は，低周波

増幅器によりスピーカーを駆動するレベルまで充分に増幅されます。

5.2 ユニット

TS-930に使用される主なユニットには，シグナルユニット， RF

ユニット， PLLユニット，デジタルユニット，ファイナルユニット，

ローパスフィルターユニット，電源ユニット及びスイッチユニット

等があります。

1.シグナルユニット（X57・1000・00)

このユニットには，送受信信号系の大部分が納められており，そ

の他に各信号回路を制御する回路や局部発振回路，アクセサリ一回

路等が含まれております。

オプションのクリスタルフィルタ一類はこのユニットに装着しま

すが，装着方法は従来よりずっと簡略化きれております。

2. RFユ＝ット（X44・1490-00)

受信部のトップのミキサ回路を中心とするユニットで，ジヤンク

ション FET(2SK125）を 6本使用し，受信部としては最高のlOOdB

のダイナミックレンジを得ております。（500Hzフィルター使用時）

3. PL Lユ＝ット（X50・1880・00)

lOHzステップのデジタルVFOを実現する為の3つの PL Lを納

めており，また基準発振器は，セット外部から直接調整できるよう

に配置されております。

4.デジタルユニット（X54・1670・00)

1チップのマイクロコンビューターを中心とするユニットで，部

品のほとんどはICで構成きれております。 PLLユニットの制御をは

じめとする周波数制御機能及び表示関係等の多くの制御機能を受け

持っております。
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5. ファイナルユニット IOOWタイプ（X56・1430・00)

IOWタイプ（X56・1440・00)

送信信号を充分に電力増幅しアンテナに供給するユニットで， S

タイプでは， lOOW,Vタイプでは， lOWの出力が得られます。電源

電圧は28Vを使用し，良好なIMD特性を得ております。

Sタイプの終段にはコレクタ損失290Wのモトローラ製トランジ

スタMRF422を2本使用し，強制空冷による充分な放熱を行なって

おりますので，十分な破壊強度と共に余裕のある設計となっており

ます。

6. フィルターユ＝ット（X51・1280-00)

送信出力に含まれる高調波などの不要なスプリアス成分を取り除

き，良質の電波の発射を可能にしております。またこのユニットで

は，進行波および反射波を検出しており， ALC，反射プロテクショ

ン， Sw R演算回路などに供給しております。

7.電源ユZット（X43・1430・00)

各ユニットに供給する電源を， 28Vの安定化出力として得ており

シグナルユニットPLLユニットおよびデジタルユニットには， ドロ

ツパ抵抗を介して供給しています。

8.スイッチユニット

主に前面パネルのスイッチツ7 ミ類が取り付けられており，配線

の簡略化を行っております。

5.8 オートアンテナチューナー（X57・1010・00)

チューナ一部と制御部から成り，チューナ一部はコイル，バリコ

ンから成るマッチング回路を形成しており，バリコンをモーターに

より駆動しております。制御部は，送信出力部のマッチング状態を

検出し前述のモーターを駆動，制御して送信出力部とアンテナ系と

のマッチングを良好な状態に整合しております。

TS-930S, V共にオートアンテナチューナー内蔵機種とオプショ

ン機種があります。

オートアンテナチューナーは3.SMHz-29.7MHzのアマチュアノぐ

ンドで動作します。
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6. 調整と保守
TS-930は完成品ですから調整の必要がありませんが，経年変化

のため各部の同調等がずれることがありますので，数年に一度再調

整することにより，つねに最高の状態で運用することができます。

各部を完全に調整するためには高度の測定技術を必要としますが，

ここでは一般の測定器で調整できる調整法を説明します。

6. 1 調整

I.基準周波数の校正（PLLユニット）

JJYの受信は， BANDスイッチ⑦を10にして，同調、ソマミ⑥を回

して10.000. 0MHzで受信します。ケース上面にある CALスイッチ

＠を入れJJY信号とマーカ一信号を同時に受信します。 JJY信号と

マーカ一信号のビート音が重なりダブルビートが発生します。ダブ

ルビートがゼロビートとなるように図15のトリマーを調整します。

(7ーカ一信号は基準発振器より分周して作っております。）

図15 基準周波数の校正

2. サイドトーンレベルの調整（シグナルユニット）

調整して好みのレベルとなるようにセットしてくだきし、（図16参照）。

3. ブザー音レベルの胴整（シグナルユニット）

調整して好みの音になるようにセットしてくださし、（図16参照）。

4. モニターレベルの調整（シグナルユニット）

調整して好みのレベルでモニターできるようにセットしてくだき

い（図16参照）。

5. NOTCHの鯛整（シグナルユニット）

NOTCHは非常にシャープな減衰特性を持つフィルターであるた

め，調整ポイントがずれることがあります。通常は半固定ボリュウ

ムVR-28の調整だけで十分です（10.部品配置図参照）。

まずCALスイッチ＠をONとしマーカ一信号を受信し， TUNEモ

ードでゼロビートになるように同調ツマミ⑥を調整します。つぎに，

cwモードにしNOTCHスイッチ⑩をON,NOTCHツマミ＠を中央



におきNOTCHツマミ⑩を微調整してノッチポイントに合わせます。

この状態でVR28を調整してオーディオ出力が最小になるように調

整します。この時NOTCHツ？ミ⑩の微調整をくり返しながら調整

すると調整しやすくなります。

6.2 キャリヤバランスの調整

TS-930に50Qのダミーロードを接続しモードUSBマイクゲイン

最小で送信状態にします。この時の送信出力を外部受信機にて受信

し，受信機のSメーターの撮れが最小になるようにシグナルユニッ

トVR21及びTC2を交互に調整してください。ここでLSBに切替え

受信強度ド差があるような場合はUSB,LSBで同じ強きになるよう

に再調整してくださし、。

6.3 保守

I. トランジスタおよび抵抗・コンデンサ

半導体は金属ドライパーなどのちょっとしたパターン及ぴ部品の

ショートで破壊されます。パターンチェックには充分にご注意くだ

さし、。

・移動局時の50Wパワーダウン法（TS・9305の場合）

電波法では，移動するアマチュア無線局の空中線電力は50W以下

と規定きれております。

TS-930Sは，このままでは移動局として使用することはできませ

ん。

51 

図18 50Wパワーダウン法

抵抗が不良になりお取替えになる場合は，閉じ種類のものと交換

してください。コンデンサの場合も同じです。

2.ヒューズ

電源ヒューズは背面にあります。

ヒューズが切れセットが動作しない場合は，ヒューズの切れた原

因を調べてから交換してください。

交換はキャップを矢印の方向に回して取出し，付属のヒューズに，

お取替えてください。 Sタイプは6A, Vタイプは4Aです。

3.セットの置き方

セットを横にして送信調整する場合は，必ずファイナル部を上に

しておいてください。逆にしますとファイナル部の通風が充分行わ

れなくなります。

図17 セットの置き方

(1）上・下のケースを取外します。

(2) TS-930S底面のシク噌ナルユニット（X57-1000-00）のSIを切り

替ることにより，全バンド50W出力となります。

(3）セットを元通り戻します。

釘
図｜曾

包~LIも包3
匿芝雪

（注）本機使用以外町ピス等由使用は避けτ （~さい．

場所によって位故障の原因につながηます．
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7. トラフ、ルシューティング
つぎに書いで あるような症状は故障ではありませんからよくお調べくださし、。下表に従って処置しでもなおトラブルが

起こる場合は，当社の通信機サービス窓口にご相談ください。

7. 1 送信の場合

症 状 原 因 処 置

SSBの場合出力が出なし、。 ① MICジャックの差込み不完全または7 ①差込みを完全にする。マイク接続を説

イクプラグの接続不良。 明書通りに直す。

② MICツマミがしほがつである。 ② MICツマミを時計方向へ回すo

voxが働かない。 ① VOX GAINツマミが MINになってい ① VOX GAINツマミを回し，適当な位置

る。 にする。

② ANTI VOXツ？ミの調整不良。 ② ANTI VOXツマミを反時計方向へ回

し調整する。

vox動作の場合，スピーカーからの音で ANTI VOXツマミの調整不良。 ANTI VOXツマミを時計方向へ回し調整

voxが働いてしまう。 する。

7.2 受信の場合

症 状 原 因 処 置

電源スイッチを入れてもランプρが点灯せず ① ACプラグとコンセントとの差込み不 ① ACプラグを完全にコンセントへ入れ

音も出なし、。 完全。 る。

②電源コネクターの差込み不完全。 ②差込みを完全にする。

③ ヒューズが切れている。 ③ ヒューズを交換する。（再び切れるとき

は故障）

アンテナをつないでも信号が受信できない。 ？イクのPTTスイッチが送信側になってい すみやかにPTTスイッチを受信側にする。

てセットが送信状態となっている。

アンテナをつないでも信号が受信できずS RF GAINツマミによって高周波回路の利 RF GAINツ7 ミを時計方向いっぱいに回

メーターが振り切れている。 得が下げてある。 す。

信号がない場合でも Sメーターが振れてあ RF GAINツマミによって高周波回路の利 RF GAINツマミを時計方向いっぱいに回

るf立置にとまっている。 得が下げてある。 す。

SSBを受信した場合，音にならなし～ サイドバンドが違っている。 MODEスイッチをUSBまたはLSBに変え

てみる。

RITツマミを動かしても周波数が動かなし、。 RITスイッチカぜOFFとなっている。 RITスイッチをONにする。

SSBの受信音が極端なハイカットまたは SLOPE TUNEの調整不良。 最大帯域（LOWC町時計方向U り）

ローカットになっている。 HIGH CUT時計方向回し切り

26 



8.周辺機器およびオプショナルパーツ
8. 1 周辺機器およびオプショナルパーツ

TS 930をより有効，快適に運用していただくために，つぎの周

辺機器およぴオプショナルパーツが用意されております。

．スピーカ－ SP・930

TS-930用として設計されたスピーカーで， 3種類のフィルター

の組合わせにより，音質を自由にコントロールできます。デザイン

もTS-930に？ッチしています。

．ステーション・モニタ－ SM-220 

lOMzまでの広域特性を実現した高性能オシロスコーフ官Eをベー

スに，ツ一トンジェネレータ（内蔵）との組合わせによる多彩な波

形観測機能を内蔵しており， TS930運用時の各種波形のモニター，

また調整・実験時などの各種波形観測に威力を発揮します。

SP-930 SM-220 

PA-930 

.HF帯リニアアンプ TL-922 

トリオ独自のハイパワー技術により，高性能送信専用管 3-5002

2本を使用した1.9～28MHz帯オールバンド・カバーのSSB,CW, 

RTTY用AB2級 G-'Gリニアアンプです。

．パワーアップユニット PA・930

TS-930Vタイプ用をlOOW機に改造するためのユニットです。電

源部冷却用ファンも付属しております。

園オートアンテナチューナー AT-930 

TS-930用のオートアンテナチューナーです。

TL-922 

AT-930 
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・通信機用高蔽ヘッドホン HS-5 

本格的通信機用高級ヘッドホンとして．理想的な音質設計，形状

設計がなされております。

長時閉め使用に際して．耳や1llU頭部への圧迫感が少なし聴感上

もより自然な，オープンエアタイプを採用しています。また使用条

件により，付属の圧着型イヤーパットに，ワンタッチで交換できま

す。

回通信機用軽量ヘッドホン HS-6 

通信機用軽量ヘッドホンとして設計され，理想的な音質，形状と

なっています。

・固定局用高級マイクロホン MC聞60/58

通信機用の？イクロホンとして設計されたもので，送信，受信の

切替操作もピアノタッチの軽い操作でスムーズに行えます。

•uP-DOWNスイッチイ寸ハンドマイクロホン MC-425 

通常のマイクロホンとしての使用のほか， UP-DOWNスイッチが

付いていますので，セットの周波数を手元で変化させることができ

ます。

HS・6

HS-5 

MC-60/58 

MC-425 
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．ハムクロック HC-10 

テPュアル表示のディジタル・ワールド・クロ y クです。

日本時間，年月日の他， GMTはじめ世界の7大都市と任意の2

都市の時聞がメモリーでき，ワンタ yチて安示させることができます。

・温度補償型水晶発振器ユニット so・1

TS 930の周波数安定度をさらに優れたものにするための水品発振

振器です。

発振周波数 20MHz 周波数補整範囲 士60Hz

圃cw用クリスタルフィルター YK-88C-1, 

YG-455C-1, YG-455CN-1 

C W運用時の激しいQRMに効果的な， CWフィルターが各椅用意

されています。セットに簡単に取付けることができます。

YK-88C-1 ( 6 dB帯域幅： 500Hz，中心周波数 8.830MHz)

YG 455C 1 ( -6 dB帯域幅： 500Hz，中心周波数 455kHz)

YG-455CN-1 ( 6 dB特域幅： 250Hz，中心周波数 455kHz)

.AM用クリスタルフィルタ－ YK-88A-1 

A Mモード用クリスタルフィルターでセ y トに簡単に取付けるこ

とができます。

YK-88A-1 ( -6 dB帯域幅： 6kHz，中心周波数 8830.0kHz)

HC-10 so・1

YG-455CN-1 YG-455C-I 

YK-88 A-1 YK-BBC-1 



8.2 オプショナルパーツの取付け方

I.取付けの前に

①取付けにはつぎの工具類を準備してください。

．プラスドライノfー

．ニッパー（YK-SSC-1のみ使用）

②作業を始める前に，必ず電源コードを抜いてください。

③ ケース上プタおよびケース底板を固定しているネジを取ること

により，ケースを取りはずすことができます。

④作業後のケース取付けには，各部のコネクターが抜けていない

ことを確認してください。

2.ケースの取りはずし方

オプションフィルタ一等を取り付ける場合，ケースを取りはずす必

要があります。ケースの上プタおよびケース底板を固定しているネ

ジを取ることにより，ケースを取りはずすことができます。

－ーー・9

図19 ケースの取りはずし方

8.3 オートアンテナチューナー（AT-930）の取付け方

①セットの上ブタを取りはずしてください。（圏内参照）

②アンテナチューナー取付け位置に束線しているネジおよびリー

ドホルダーを取り除いてくださし、。

③ フィルターユニットのANT端子に接続されている同軸ケーブル

を引きt友いてください。

④アンテナチューナーを取付け位置に付属ネジ4本で取付けてく

丈ゴきし、。

（他のリード線をはさみ込まないように，ご注意ください。）

⑤ コネクターをアンテナチューナーに接続します。

⑥ フィルターユニットから引き抜いた同軸ケーブルをアンテナチ

ューナーユニットのMAT端子に差し込みます。

⑦付属の同軸ケーブルをアンテナチューナーのANT端子とフィル

ターユニットのANT端子に差し込みます。

⑥上ブタを取付けて完了です。

②，③ 

④ 

⑤，⑥，⑦ 
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8.4 パワーアップキット（PA・930）の取付け方

．ファイナル部改造

30 

改造部

シャーシ下菌、先に取りはずす

①ファイナルユニットカバーを取り除いてください。

（ネジ10本）

② 銘板を取りはずしてください。（ネジ2本）

ニのケーブルは｜凹Wタイプでは使用しません

③ IOWファイナルユニットに接続されているケーブルを
取りはずしてください。 ( 6 

④ IOWファイナルユニッ卜部を取り除いてください。
（ネジ 4本）

⑤ フィルターユニットのシールドケースを止めている
ネジ4本を取りはずしてください。

このケープルは、 IOOWタイプでは使用しませ

んので、このケーブルは取除いてください。

フィルターユニット

t・
亡1亡コ 仁コ仁コ仁コ仁コι

注） 28Vラインケープルはフィルターユニット横のシールド

ケース穴を通してください。

⑥ IOOWファイナルユニットにケーブルを接続してください。
( 6ヶ所）

⑦フィルターユニット、及びIOWファイナルユニットの、

H B端子に接続されているケープルは、 IOOWタイプでは

使用しませんので取り除いてください。



園電源トランスの接続変更
⑫シャーシ上面にある電源トランスの一次WlJの接続を変更します。

ヨ！日
シグナルユニット（セット底面）

口仁コ
VR9勘 [g)色…。回ー曹円<LU

・シグナルユニットの調整部

V
A
印
吋
，
－
ロ
ロ
ロ
』
D
E

口円口
⑬ALC調整
1. R228のジャンノf一線をカソトします。（きれいに取除いてください）

2.ダミーロードをANTコネクターに接続します。 （ダミーロードは

50Q、150W以上のもの）

3周波数を14.175MHzlニセットします。

4.METER（メーター）スイッチをPOWERにします。

5.半固定抵抗器VR8を反時計方向に回し切っておきます。

6.シグナルユニット SlがlOOW出力の位置になっていること（25頁

参照）を確認してください。

7. CARツマミを時計方向最大にし、 MODE（モード）スイッチをcw
にします。

8.スタンパイスイッチをSENDにし〔（電鍵KEY）が接続されている

時はKEYダウンする〕半固定抵抗器VR8をメーターで出力電力が

100Wを指示するように静かに時計方向にまわします。

9.スタンノ〈イスイッチをRECにもどします。

⑭V.S.W.Rプロテクション調整
1.スタンパイスイッチをSEND／こし、 CARツ7 ミを反時計方向にゆ

っくりまわし、メーターでPOWER指示が40Wになるようセッテ

イングします。

2.ANTコネクタから、ダミ ロードをはずし、スタンノ〈イスイッチ

をSEND／こしメーターのPOWER指示がlOWになるよう半固定抵

抗VR9を調整します。

3.スタンノ〈イスイッチをRECにもどします。

⑮TUNEモードパワーセッティング
1.ダミーロードをANTコネクターに接続します。

50Q、150W以上のもの）

2.MODE（モード）スイッチをTUNE、スタンパイスイッチをSEND

にし、半固定抵抗VR7にてメーターのPOWER指示がsowになる
よう調整します。

3.スタンノ〈イスイッチをRECにもどします。

〈ご注意〉

・シグナルユニットはシャーシから取り外す必要はありません0

・R228は、ニッパ一等で確実に切りはなしてください。

・調整は定められたとおりに確実に行なってください。特に⑮一 7

はゆっくりと確実に調整してください。

・指定された箇所以外の半固定抵抗器、トリ 7 ーコンテ、ンサ等には

絶対にふれない様にご注意ください。

⑩底板および上ブタを取付けて完了です。（ケースの取りはずし方参照）

V端子に接続されている

リードを S端子に継ぎ替

えてください。

シャーシ下面最後にしめる。

IOOWファイナルユニットを取付けてください。（ネジ14本）⑧ 

JOO Wファイナルユニッ卜

⑨ PA・930の銘板司 TS・930V銘板を 2枚重ねて取付けて
( tごさい。

（ダミーロードは

31 

TS 930Vに標準装置されている 4Aヒューズを抜き取り
6Aヒューズに交4奥してください。

⑩ 4Aのヒューズ銘板をはがして6Aにしてください。

⑪ 



8.5 クリスタルフィルターの取付け方

クリスタルフィルターは4種類です。

•A M用クリスタルフィルタ－ YK 88A 1 

•C W用

・CW用
・CW用

If YK-88C-1 

YG『 455C1 

YG 455CN-1 

取付けは，つぎの順序に従い注意して行いくださ L、。

① プラスドライパーでセットの底板を取りはずします。

② セット底面にあるシグナルユニット基板（ X 57-1000-00）の

オプションフィルター用スペースに取付けてくださ L、。なお取付

けの｜祭コネクターには充分注意してください。

③底板を取付けてください。

• YK-88A-1の取付け

① YK 88A-1取付け用スペースにネジ止めしであるユニット基板

を取りはずします。

② その後にYK-88A-1をネジ止めして完了です。

•YK・BBC-Iの取付け

① YK-88C 1取付け用スペースにYK-88C-1をネジ止めしてくだ

さし、。

② シグナルユニット基板上のダイオードD91を切断して完了です。

• YG-455 C-1 /CN-1の取付け

① YG 455C-1/CN 1取付けコネクターに付いているショートコネ

クターを抜いてください。

② フィルター用スペースにフィルターをネジ止めLてください。

ご注意

フィルター取付けの際には，必ず電源コンセントを抜き POWERス

イッチが切れているニとを確めて〈ださい。
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取付位置
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9. 申請書の書き方
本機により，アマチュア無線局を申請する場合は，市販の申請書に下記事項をまちがいなく記載の上，申請してください。

〔RTTY(RadioTeletype）も合わせて申請する場合は， RTTYの申請方法を参照してください。〕

また，本機は， JARL登録機種ですから，保証願に登録番号丁目を記載することにより，送信機系統図を省略することができます。

I 9 M' , － 3 5 M' , 

ーー一一←－
3 8 M: , － 7 M: , 

iii:;: 
無縁段備等周波量帯｜空中線電力 電波町型式 22工事設計｜ 草 1 送信機 第2送信機

MRF485×2 

28 V 30 W 

× 

常ir>I 
場所l

希望する周波量帯｜蓋可｜ 電波町型式 ｜穏する蹴姉

1.9 MH, I 10 W I :A" , , , I MH, 
3.5 MH, I 10 W I :A,: , A町，:l"口. I MH, 
3 8 MH, I 10 W I :A,: , A,; , :F,: , I MH, 
7 MH, I 10 W I :A,: , A剖，:F,i. I MH, 

:--rn－耐；－－－T1inv-EAc:；·~.：－：:i'iI;J I MH, 
:::ia-M11,:: rrn WJ [Ac , A,c :ii'正，JI MH, 

21 MH, I 10 W I :A,:, A,; ,:F,:, I MH, 
28 MH, I 10 W I :A,: , As; ,:F,:, I MH, 
MH, 11ow1 ••• I MH, 
I I 発射可能な電櫨の型式且び周波数町
送｜ 送信機番号 ｜ 範 または畳揖番号若L＜は機種名
｜ 揖1送信機 I T59 

信 L主主主宝生よ
｜揖3送信機

機~主宣笠」
I 5送信機｜
添付図面｜ 口通信機系統国 ｜ その他町工事蹟計

10 W i , 
ーーーーーー→－－
10 W : , 

ー一ーーー一→－－
10 W : , － 10 W : , 

I 0-••1 

:A•: 'A,; ,:F•: ' 
:A,: , A剖，：F,:' 量射可能な

電披向型式

周櫨量的範

囲

,---, 
I 9M ,:A,: 
3.5M ,:A,:. A,; ,:F,: 
3.8M ,:A,!, A,; ,:F•i 
7M ,:A,:, A,; ,:F,: 

D]>:M：：：~!A;t；五三f~t:J
[E且二」ぷ［；五平：，？fJ
21M ,:A,:, A,; ,:F,: 
28M ,:A,:, As; ,:F,: 

L一一l 』一＿，

， ， 一一「:A•: , A,; ,:F•: , 
［！自主主主ヨ三：；rn-:,J二五二三江］，
rn:i-i土；：rn：：翌二：：；:t]~，：：；：長二主む，
21 M: , 
28 M: , 

10 W : , 

10 W : , 

・リy，J
，．h
d

－
f

↑hd」
，一，

J

一
I
i

S
－

3
 

A
A

一
A
A

’一・
1

－
1
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A

一A
一：・

吃
一
世
一
力

的
一
柵
一
臨

調

T
lト
l
l

聖
一
終
段
菅

平荷蛮調

V W 

送信空中 l 山

組向型式＇ -い－：… その也工事誼計｜ 電瞳法第3章に規定する晶件に合致している．

・電話級アマチユア無線技士資格の方は，必ず［む， Li:1Jを削除してください。
・電信，電話級アマチユア無線技士資格の方は．必ずD°91函副長葡， E通亘書］を削除してく
f三さL、。
－調臣使用する送信空中線の型式を記入してください。

I TS-9305タイプで申請する方法｜
2級アマチユア無線技士以上の資格をもち， TS930Sタイプ（TS-930Vを

IOOW機に改造した場合も含む）で申請される場合は， JARL保証認定は受

けられませんので，直接各地方電波監理局へ申請してください。

工事設計書の終段管欄は右図のように記入します。

終｜名称イ回数 IMRF422×2 
段 I I 2sv. 2sow 
管｜電圧入力｜ ’ ｜ ｜但し， 28MHz帯は140W

また，この場合は下図の送信機系統図の記入が必要です。

なお， 28MHz帯のパワーダウンはBANDスイッチと連動して切替

えています0

・TS930の周波数確度は±I×10-5以内であり基準発振器はJJYにより校正することが可能です。
送信機系統図 TS-9305 ANT 

周議敏事 送信周壇量 MH, tvco MHz 

1.8 l 9075-1 9125 46 8375-46 8425 " 35 35司 3.575,3.7田－，.叩E 41.U－帽5白骨帽.723-48732 " 7 0-7 I 51 93-52 03 " IO l日，－，目 15 55日；3-5508 IO 

14 14 0-14 35 58 93-59 28 18 

離18 18 068-18 168 日開，－回目98 " 21 21 0-21.45 6593『 6638 " 
機＂＇ ＂悶.，.拘 69 82-69 92 " 
" 28 0-29 7 

72 93-74 63 2627,28,Z!I l構印は送信できません，

IOOkH,-9.49'9!MH, 

19 S-29 99999MHz 
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I RTTYの申請方法｜電話級アマチュア無線技士資格の方は， RTTYは申請できませんのでご注意ください。

本機により， RTTY(Radio Teletype）も合わせて申請する場合は，下記事項をまちがいなく記載の上，申請し

てくだ§い。（ I級， 2級，電信級アマチユア無線技士のいずれかの資格をお持ちの方が対象となります）

但し， 1.9MHz帯ではRTTY信号の発射は許可されません。

周披世帯｜空中韓電力 電波町型式 22工事設計｜ 第 1 送信機 第2送信機 無線設備等

呈射可能な

電挫の型式

周波量的範

囲
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希望する周雄教帯長司｜ 電波町型式 ｜希望する蹴鰍
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その龍工事量計｜電波法措3i憶に量定する条件に合散している．

・電信．電話級アマチユア無線技士資格の方は．必ず図画区三番；.n画百五種］を削除してく
ださい。

．東使用する送信空中線の型式を記入してください。

I.上図は， TS930V，タイプでRTTYも合わせて申請する場合の基本的な記入例です。

2. 2級アマチュア無線技士以上の資格をお持ちの方で， TS-930Sタイプ（TS-930VをIOOW機に改造した場合も含む）で

申請される方は，直接各地方電波監理局へ申請することになります。この場合，工事設計書の終段管欄を送信機TS-

930Sタイプで申請する方法に示すように記入し，また送信機系統図には下記の事項を追加記入をします。

送信機系統図 TS-9305 ANT 
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3 5 I ].S-].Sl5,] 1幻寸聞＇ I柑 43-48S師．凋 11]－“ml 2l 

' 16 

弱国ー自国 I IO 
0叶 us I ＂目＿，，＿，. I " 
.,_,. 168 I ＂醐ー日田 8 I " 

回目ー田＂ I 12 
回目ー回目 I " 

28 I 28.o-,,., I 12.，ト河田 ｜田27目28,29

7日ー7I 5193～5203 

ID 1-1目 15 55 

140～1435 

I E日68-18168 

21 0-21 45 

2489～2499 

28 0-29 7 

仁三て：＿］部会
RπY情号（タイプライタ一等11 

1方式 AFSK I 

2.通信連度岨ss I 
｝追加

3符号構成 5単位 ｜ 

4偏移周ill蛍 170H, I 

5台数 1台 , 

副院印＂送慢できません．
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13. 
F晶『

ぷ巳 格
〈一般仕様〉

送信周波数 160mバンド 1.9075-1. 9125MHz 

80m－＇＜：ンド 3.5-3.575MHz

3. 793-3.802MHz 

40mノ〈ンド 7.0-7.lMHz

30mノぐンド 10. l-10.15MHz 

20mノマンド 14.0-14.35MHz 

15mバンド 21.0-21.45MHz

lOmノてンド 28.0-29. 7MHz 

受信周波数 150kHz-30MHz

電波型式 A3J(USB,LSB), A1 (CW), 

F1(FSK), A3(AM) 

（但し， AMは受信のみ）

アンテナインピーダンス 50 Q 

アンテナチューナー使用時

20-150 Q （送信のみ）

電源電圧 AClOOV 50/60Hz 

消費電力 TS-930S TS-930V 

送信時最大 510W 220W 

受信無信号時 sow sow 

使用半導体

寸

TS-9305 

アンテナチューナー アンテナチューナー

内蔵 オフ。ション

IC 76 66 

TR  248 214 

FET 42 42 

ダイオード 402 395 

表示管 1 1 

TS-930V 

アンテナチューナー アンテナチューナー

内蔵 オフ．ション

I C 75 65 

TR  244 210 

FET 43 43 

ダイオード 404 351 

表示管 1 1 

法

TS-930S 幅374(3S2）×高き141(154）×奥行350(416)mm

TS-930V幅374(3S2）×高き141(154）×奥行350(390)mm

（ ）内は突起物を含む最大寸法

重 量

TS-930S（アンテナチューナー内蔵） 約1S.5kg

TS 930S（アンテナチューナーオプション） 約16.Skg

TS-930V（アンテナチューナー内蔵） 約17.4kg

TS-930V（アンテナチューナーオプション） 約15.7kg

〈送信部〉

定格終段入力

160-15mバンド

10mノ〈ンド

TS-9305 TS・930V

SSB/CW /FSK SSB/CW /FSK 

250W 

140W 

30W 

30W 

変 調 方 式 SSB平衡変調

RTT Yシフト幅 170Hz

不要帽射強度（ CWtニて） -40dB以下

搬送波抑圧比 40dB以上

不要側波帯抑圧比 50dB以上（ 1 kHzに於て）

周波数安定度土 3×10-5以内（ 0 -50℃にて）

第 S次混変調積歪－31dB以下

（但し．単一信号出力に対して）

マイクインピーダンス 500Q -50kQ 

周波数特性 400-2600Hz(-6dB) 

〈受信部〉

受 信 方 式クオドラプルコンパージョン方式

中間周波数第1 44.93MHz 

第2 S.S3MHz 

第3 455kHz 

第4 lOOkHz 

感 度

l 50kHz -500kHz lOdB S/N SSB, CW, FSK 

OdBμ (lμV）以下

lOdB S/N AM 

20dBμ (lOμV）以下

500kHz-l.SMHz lOdB S/N SSB, CW, FSK 

12dBμ ( 4 μV）以下

lOdB S/N AM 

30dBμ (32μ V）以下

1.SMHz-30MHz lOdB S/N SSB, CW, FSK 

-12dBμ (0.2511V）以下

lOdB S/N AM 

6dBμ (2μV）以下

スプリアス妨害比イメージ妨害比 SOdB以上

(l.SMHz～30MHz) 中間周波妨害比 70dB以上

選 択度

SSB, CW, RTTY, AM（ナロー） 2. 7kHz/-6 dB 

AM（ワイド）

可変帯域

4.0kHz/-60dB 

6kHz/-6dB 

1SkHz/-60dB 

( s s Bフィルター使用時） SSB用SLOPETUNE 
ハイカット 1500Hz以上

ローカット 700Hz以上

（オプションフィルター無） CW VBT 

600Hz～2. 7kHz連続可変

周波数安定度スイッチONl分後60分まで士200Hz

以内，その後30分当り30Hz以内

周波数確度土 1×10-5以内（常温）

RI T 可変範囲土9.99kHz

ノッチフィルター減衰量 40dB以上

低周波出力 1.5W/SQ以上（歪率10%)
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